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大
学
院建築学 研究科

建築学科
建築学専攻

景観建築学科
景観建築学専攻

学びのポイント

2006年の開設以来、多くの建築設計技術者を送り出してきた武庫川女子大学生活環境
学部建築学科は、2020年春、女子大学初の建築学部に生まれ変わりました。建築学科に
加え、景観建築学科を新設。これまで建築学科が培ってきた演習中心の少人数制スタジ
オ型教育や体験型のフィールドワークは、両学科の共通特長として継承します。

意匠設計部門 採用

① 日建設計
② NTTファシリティーズ
③ 三菱地所設計
④ 日本設計
⑤ 久米設計
⑥ JR東日本建築設計
⑦ 梓設計
⑧ 山下設計
⑨ 佐藤総合計画
⑩ 日企設計

●

●

●

建築設計事務所
売上ランキング上位10社

2021年度
修了生

2022年度
修了予定者

2022年度
修了予定者

※1

※2

※2

※2

　大林組
　鹿島建設
　清水建設
　大成建設
　竹中工務店

●
●

●

スーパーゼネコン５社
意匠設計部門 採用 (五十音順)

建築学研究科修了生の就職実績

大学院進学率

※1 出典： 日経アーキテクチュア 2021年9月  9日号,  日経BP　2020年4月~21年3月
の間に期末を迎えた決算の単体実績で設計・監理業務売上高によるランキング

※2 就職見込み
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2021年度
修了生

2022年度は
さらに躍進！

本学大学院建築学研究科の修了生は、建築
業界売上トップ10の企業の意匠設計部門に
続 と々就職しています。トップクラスの国公立
大学大学院に全く引けを取らない成績です。

トップ企業の意匠設計部門には、大学院修
士課程修了生しか採用されません。本学建
築学部卒業生の高い大学院進学率は就職
力にも反映しています。

就職力 = 大学院進学率

関西エリア
第３位

大学院
進学率

86%
2021年度 建築学科
卒業生の実績

1位 京都大学 建築学科、
2位 大阪大学 地球総合
工学科建築工学コース。 
各大学HPの公開情報に
基づく。（2022年5/8現在）



P7～8

先端技術を取り入れた

P5～6, 9～10

45

トルコにおける海外実習

P25～26
P27～28

P29～30
P31

P17～24
P32

P11～12
P15～16P13～14

◎専任教員15人に加え、スペシャリストによる客員教授・非常勤講師が44人…P33～34
武庫川女子大学をより知っていただくため、この学科パンフレットとともに大学全体を紹介する「キャンパスガイド2023」をお読みください。個性輝く女性を社会に送り出すための
武庫川女子大学の学び、一人ひとりのキャリア形成をサポートする進路就職支援など、本学の魅力を紹介しています。

一人１台

感

二

上甲子園キャンパス全景

景観建築スタジオ
東館 景観建築

スタジオ西館

甲子園会館

建築スタジオ
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■学習･教育到達目標

■育成しようとする自立した設計技術者像
『真』を求める「理性」を磨き、『善』を行う「人格」を
練磨し、『美』を享受する「感性」を養うとともに、これら
を応用して社会に貢献できる、建築に関する自立した
設計技術者の育成を目指す。

「強・用・美」は、ローマ時代の建築家ヴィトルヴィウスが提唱
した建築の三大要素です。建築は安全でなければ、使いやす
くても意味がありません。安全で使いやすくなければ、いくら
美しくても無意味です。しかし美がなければ、建築ではありま
せん。「強・用・美」は、下から順に積み上げられた三段積みの
レンガのような関係にあります。

一方、人間の理想的・普遍的な価値概念として「真・善・美」が
あります。建築の「強」と「用」は「真・善・美」の「真」に相当しま
す。「美」は個人の内面の表現であり、「美」があってはじめて
建築が文化・芸術たりえます。そして「善」は建築が互いに協
調し、美しい町並みを形成するために不可欠な倫理の問題で
す。建築家教育において「善」の問題は欠かせません。 

「強・用・美」および「善・真・美」は
下から順に積み上げられた
三段積みのレンガのような関係

建築の三大要素「強･用･美」 と 
「真･善･美」。

■6年間の学びを見守る「甲子園会館」

■現代と歴史が調和する「建築スタジオ」

世界水準の
欧米型6年一貫教育。

本学科・専攻の教育は、2012年度に①学士課程４年間（エンジニ
アリング系学士課程 建築学・建築工学および関連のエンジニア
リング分野）および②学士修士課程6年間（建築系 学士修士課程 
建築設計・計画系分野）のJABEE※ 認定を受けました。学士修士課
程6年間のJABEE認定は日本で初めてです。この6年間のJABEE認
定基準に適合することにより、UNESCO-UIA建築教育憲章対応プ
ログラムとして国際的に認められました。

※ JABEE（日本技術者教育認定機構）
Japan Accreditation Board for Engineering Education
日本の大学などで実施されている技術者教育プログラムが、社会の要求水
準を満たしているかを審査・認定する機関です。当初は学部教育の認定の
みでしたが、建築分野では学部４年間と大学院修士課程２年間を合わせた
６年一貫のプログラムも審査・認定しています。

学士修士課程６年間のJABEE認定により、
UNESCO-UIA 建築教育憲章対応プログラム
として国際的に認められるカリキュラムです。

国際社会における建築教育と建築家資格の相互承認を目的に、UNESCO（国際連合教育科学文化機関）
とUIA（国際建築家連合）により、2002年に欧米型の建築教育に基づいた「建築教育憲章」が採択され、
これが建築教育の世界水準となっています。UNESCO-UIA建築教育憲章では「常に全日制で専門教育
5年以上」「少人数制対話型設計演習の重視」などが定められています。武庫川女子大学建築学科およ
び大学院建築学専攻は、同憲章に対応した6年一貫の欧米型建築教育を実践しています。

Six-year-education of world standard level to educate architects who can 
contribute to the society.

Our curriculum is accredited as one that meets UNESCO-UIA Charter for Architectural Education. (A-4) コスト、スケジュールなど様々な制約条件を理解し、これらのもとで、適切な
設計・施工計画を進められる実践的能力を修得する。

(A-1)  語学や諸学の基礎学力を修得、及び自らの主張を社会に提案し、合意を形
成できる実践的能力を修得する。

(A-2)  構造や諸災害などに対する安全性を「強」として理解し、その基礎的・先端
的技術を積極的に吸収し、演習や実習によって空間的に構成する実践的
能力を修得する。

(A-3)  機能性や環境負荷などに関する快適性を「用」として理解し、その基礎的・
先端的技術を積極的に吸収し、演習や実習によって最適な空間を構成す
る実践的能力を修得する。

(Ｃ)地球環境・国家・地域社会において真に人間的な住環境を創生するために、社会的義
務と責任を重んじ、グローバルな視点を持って自律的に行動する「人格」を身に付ける。

社会の仕組みや現代社会の問題点を理解する能力と継続的に学習できる能力
を身に付け、自律的活動ができる職能人としての自覚を形成する。

（Ａ）高い「理性」により、「強」や「用」を含む「真」の視点から建築的事象を理解
するための高度な「知識」を修得し、さらに修得した「知識」の統合により問題
を解決する実践的能力を修得する。

(Ｂ)「感性」豊かな個性を、関連する「知識」や実践的「創作」活動により磨き、地
域の「美」的、「歴史」的、「文化」的価値を理解し、グローバルな視点から地域の
伝統的文化を創生できる実践的能力を修得する。

(Ｄ)「真」「善」「美」の修得と同時に、価値基準が異なる「真」「善」「美」を互いに総
合する能力を身に付け、安全で、使いやすく、美しい、真に人間的な住環境を創
生する実践的能力を修得する。

(B-1)  基礎的造形能力を培う。

(B-2)   歴史、文化、国際社会、地球環境を理解する実践的知識を修得し価値観を身に付ける。

(D-1) 「真」「善」「美」で極めた精神世界を統合し、住環境という実在するモノの
世界に具体的、実践的に実現する能力を修得する。

(D-2) 様々な専門家、技術者との共同の重要性を理解し、チームワークで建築を
つくりこむことのできる能力を修得する。

■学習･教育到達目標

■育成しようとする自立した建築家像
『真』を求める「理性」を磨き、『善』を行う「人格」を
練磨し、『美』を享受する「感性」を養うとともに、これら
を総合できる全人格的能力を身に付け、社会に貢献
できる自立した建築家の育成を目指す。

「強」がなければ「用」はない。
「強」と「用」がなければ「美」がない。
しかし「美」がなければ建築ではない。

建築設計は「真・善・美」の 総合 。

(A-1) 語学や諸学の基礎学力を修得、及び自らの主張を社会に提案し、合意を形
成できる基礎的能力を培う。

(A-3) 機能性や環境負荷などに関する快適性を「用」として理解し、その基礎的技術
を積極的に吸収し、演習によって最適な空間を構成する基礎的能力を培う。

(A-2) 構造や諸災害などに対する安全性を「強」として理解し、その基礎的技術
を積極的に吸収し、演習によって空間的に構成する基礎的能力を培う。

(B-1)  基礎的造形能力を培う。

(B-2)  歴史、文化、国際社会、地球環境を理解する基礎的知識を修得し価値観を培う。

社会の仕組みや現代社会の問題点を理解する能力と継続的に学習できる能力
を培い、自律的活動ができる職能人としての素養を理解する。

(D-1) 「真」「善」「美」で極めた精神世界を統合し、住環境という実在するモノの
世界に具体的に実現する基礎的能力を培う。

(D-2)  様々な専門家、技術者との共同の重要性を理解する。

（Ａ）高い「理性」により、「強」や「用」を含む「真」の視点から建築的事象を理解
するための高度な「知識」を修得し、さらに修得した「知識」を応用して問題を解
決する基礎的能力を培う。

(Ｂ)「感性」豊かな個性を、関連する「知識」や実践的「創作」活動により磨き、地
域の「美」的、「歴史」的、「文化」的価値を理解し、グローバルな視点から地域の
伝統的文化を創生できる基礎的能力を培う。

(Ｃ)地球環境・国家・地域社会において真に人間的な住環境を創生するために、社会的
義務と責任を重んじ、グローバルな視点を持って自律的に行動する「人格」を理解する。

(Ｄ)「真」「善」「美」の修得と同時に、価値基準が異なる「真」「善」「美」を互いに
総合する能力を養い、安全で、使いやすく、美しい、真に人間的な住環境を創生
する基礎的能力を培う。

(A-4) コスト、スケジュールなど様々な制約条件を理解し、これらのもとで、適切な
設計・施工計画を進められる基礎的能力を修得する。

武庫川女子大学 建築学科・大学院建築学専攻  学習・教育到達目標
学士修士課程（6年間  UNESCO-UIA建築教育憲章対応） 学士課程（4年間）

総合

65
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甲子園会館 建築スタジオ
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甲子園会館と競演する建築として誕生した建築スタジオ。現代の先端技術を取り入れつつ、甲子園会館のタイルを復元して内外の壁に張り、深い庇によ

る水平線を基調としたデザインによって甲子園会館との調和を図りました。まわりの森や植栽に溶けこむような透明性をテーマにしたモダンな建築なが

ら、平面と直線によって構成されるデザインは、日本的で普遍的な美をも表現。内外が融合する豊かで力強い空間にはさまざまな設計手法が散りばめら

れ、創造することの意義を体感しながら学べます。2年生以上のスタジオは講評室、各実験室などとともに建築スタジオにあります。

フランク・ロイド・ライトの意匠を継承する独創的な名建築「旧甲子園ホテル」。シンメトリーの外観や空間は意外な変化に満ち、歩く人を上下左右に折れ曲

がりながら導き楽しませてくれます。また、内外のタイル、日華石や石膏のレリーフ、シャンデリアで彩られた建築空間は、回遊式庭園や茶室も含めてまさ

に総合芸術です。ここで日常的に過ごしながら学ぶことにより、アートとしての建築空間のあり方を実感。建築の保存修復技術の修得や歴史的価値などを

知ることができます。１年生のスタジオは、時間を経ても変わらない優れた建築空間の真髄を身にしみて実感できるよう、甲子園会館に設けています。

■午前中に理論科目を受講する「講義室」

■演習に使う道具や材料、画材を販売している
　「アートショップ」

■甲子園会館のデザインに調和した家具で
　落ち着いて閲覧できる「図書室」

■「建築スタジオ」北側全景 ■設計演習の作品をプレゼンテーションし　
　講評を受ける「講評室」

■建築構造や各種建築材料の実験機器を備えた「構造実験室」

■ガラスの展示パネルに学生の作品を展示す
　る“ショールーム”でもある幅4.5ｍの「廊下」

■種々の照明器具を取りつけられる昇降式天井、
　トップライトなどを備えた「光環境実験室」

■庭園から見た「甲子園会館」 ■１年生が陶芸やフレスコ、テンペラ、瓦の制作
 　などに取り組む、電気窯を備えた「アトリエ」

■本物をいつでも見たり触れたりできる
　「大工道具室」

一人1台専用　
製図机とパソコン。

We provide the students with personal drawing tables so that the students, while attending lectures or 
Design Studio, can fully tackle the desk work on campus from admission to graduation. Student’s personal 
unit of 6x3 square feet drawing table equipped with internet-connected PC plays a very important role in 
smoothly and effectively facilitating Design Studio with teacher-student interactive work.

The personal unit of drawing table and the computer to 
encourage the student to execute creative work at ease.

名建築「甲子園会館」と先端技術を集めてつくられた「建築スタジオ」という二つの校舎で学びます。
入学から卒業まで、存分に建築設計に取り組めるように、一人１台専用の製図机とパソコンを備えています。
畳１帖サイズの製図机とインターネットに接続した専用パソコン。学生と教員が一対一で進める対話型演習には、
このスタジオ環境が不可欠です。日本でこれほど充実したスタジオをもつ大学は、ほかにありません。
製図机と廊下の作品展示スペースは、学生一人ひとりの日々の成果を明示するショールームです。

■クレーンを備えた「施工実習室」

修士課程１年生：
建築設計総合演習B

学部３年生：
建築材料実験

■甲子園ホテル時代の食堂を利用した、１年生の「スタジオ」  ■建築スタジオにある２年生以上の「スタジオ」
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世界水準の 6年一貫建築家教育
学士課程4年間と大学院修士課程2年間を合わせた６年一貫教育は、JABEE（日本技術者教育認定機構）の認定基準(建築系学士修士課程 建築設計･計
画系分野)に適合することにより、UNESCO-UIA建築教育憲章に対応する世界水準のカリキュラムとなります。また大学院修士課程のカリキュラムは「２
年間の実務経験」に相当し、修了生全員が一級建築士の資格取得に必要な実務要件を満たします。学士課程4年間では、JABEE認定基準(エンジニアリ
ング系学士課程 建築学・建築工学及び関連のエンジニアリング分野)に適合したカリキュラムにより、建築設計技術者としての基礎的能力を身に付ける
ことが可能です（UNESCO-UIA建築教育憲章とJABEEの詳細については、P5参照）。
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環境　
Ｂ

博士論文

土曜日は
フィールドワーク

全授業時間の半分以上を
占める演習

演習、フィールドワークと
連携しながら幅広い知識を学ぶ

学部1年生から始まる充実の専門教育

一級建築士資格取得に
必要な「実務経験2年」に相当

4年生

3年生

2年生

1年生

2年生

1年生

図学・情報
基礎演習Ⅰ

図学・情報
基礎演習Ⅱ

トルコ語

★
J
A
B
E
E(

学
士
課
程)

認
定
基
準
適
合

学
士
課
程

空間表現
演習Ⅰ

空間表現
演習Ⅱ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

※カリキュラムは 2023 年 4 月に入学する学生のものです（予定）。

建築家の
職能と倫理

Ａ Ｂ

Ｂ

Ａ
環境　
Ａ

人
文
科
学
・
社
会
科
学
／
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
・
Ａ
Ｉ
の
基
礎 

ほ
か

初
期
演
習
Ⅰ

初
期
演
習
Ⅱ

海外保存
修復実習

建築設計計画Ⅰ～Ⅳ 2・3年生
建築を設計する上での基礎知識としての、建築計
画の必要性とその全体像を理解します。また人間
生活、産業、経済などと建築計画との密接な関係
を理解し、それを踏まえて建築を設計、計画する
力を付けることを目指します。

建築一般構造Ⅰ・Ⅱ　1・3年生
建物に作用する様々な荷重や、一般的な構法の概
要等の基礎知識について学習し、構法と構造安全
性の関係を学びます。また屋根、壁、床、階段といっ
た多くの建築物に共通の構法や和室の造作、建具
や仕上げ材の収まり等を学びます。

「感動を生む建築家」を目指す４+２年間。 確かな技術と豊かな感性を養う、定員45名の少人数制教育。

1年生から始まる充実の専門教育

現代建築論　１年生

授業は、全授業時間の半分以上を占める「演習科目」、幅広い知識を学ぶ「理論科目」、両者と関連した学外実習「フィールドワーク科目」により構成。
各科目を互いに関連づけることで、相互の理解が深まり、知識、表現力、感性とも並行して身に付けることができます。さらに、複数の教員が
学生と個別に対話しながら一対一の指導ができるのも、少人数制ならでは。表現力や創造力、問題解決能力を引き出す、きめ細かな授業を行います。

＊１～４年生の授業から抜粋して紹介しています。大学院の授業については、P25～26を参照してください。

理論科目

演習科目

フィールドワーク科目

Four + Two years to educate ‘a future inspiring architect’ .
Small 45-member grouping and Design Studio with teacher-student dialogue fosters solid techniques and rich sensitivity.  

建築環境工学Ⅰ～Ⅲ 2・3年生
身の回りの光・音・熱・空気質などの基礎的な物
理現象を理解し、採光・防音・換気・温熱など環
境を調整する設計手法を学びます。また、世界が
直面している環境問題を認識し、環境と共生する
姿勢を養います。

午前中は講義、午後は演習です。演習科目
は、実に全授業時間数の半分以上を占めま
す。1年生では、いけばな、絵画、木工、陶芸
やさまざまな造形演習に取り組み、感性と
創造力を徹底的に磨くと共に、本格的な問
題解決型の建築設計に取り組みます。2年
生からは前期、後期各３課題という欧米並
みの充実した設計演習を行います。1学年
定員45人を３人の教員が担当し、教員が各
学生の製図机をまわって一対一のきめ細や
かな指導を行います。また、演習に必要な
材料のほとんどが大学から支給されます。

建築設計演習Ⅰ～Ⅴ  2～4年生
一人ひとりに専用の製図机とパソコンのあるス
ペースで、教員が学生と一対一できめ細やかな
指導を行います。建築設計課題を通して、さまざ
まな空間構成手法を習得。最後の講評会では２
日間にわたって全員が作品発表を行い、学外の
建築家や他大学の教授、専門技術者の講評を受
けます。(P19～24参照)

土曜日はフィールドワークに出かけます。演習や
理論科目に関連した敷地や街並み、参考建物、
建設現場などを見学し、担当教員や見学建物の
建築主や設計者、技術者から説明を受けます。
講義や演習で習った知識や技術をより具体的に
理解し、実践的な力を養います(P32参照)。

建築空間と人間行動の関係や現代建築の現状を
理解。概念の変遷、技術革新、都市化、地域性や
歴史性、自然環境や風景について考察しながら、
新しい生活や価値観に基づく現代建築像を探り
ます。

土曜日はフィールドワーク

全授業時間の半分以上を占める
教員と学生一対一の対話型演習

日本建築の様式、空間構成、構造、意匠などを種
別ごとに取り上げ、特徴をとらえます。地域文化
や社会、経済などと建築との関係を理解。寺社建
築や城郭、茶室、数奇屋建築などをフィールドワー
クで見学し、理解を深めます。

日本建築史  １年生
重力、地震、風などによる荷重に対して建物がどの
ような挙動をするのかを理解し、安全な建物をつくり
上げるための技術を習得します。また、実例を紹介
しながら、実際の構造設計の過程や、構造設計と
建築設計の関わりについて学習します。

建築構造力学Ⅰ・Ⅱ　2年生

6年一貫 欧米型スタジオ教育のカリキュラム。
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Professional education for freshmen begins in the first semester
Lectures of theoretical subjects in the morning and the Design Studio in the afternoon are held on weekdays. Students may tackle the 
assignments when there is no lecture or after the class using the drawing table and the PC for private use. Saturdays are for the fieldwork, 
where the students can concretely understand the knowledge or techniques which they have learned in the lectures and Design Studio. 

&
毎日の発見と感動が、
建築家への道を歩むエネルギー。

本学科の1日と１年生前期の１週間の例を紹介します。

The discoveries and impressions of everyday provide energy for stepping 
toward a professional architect.

朝8時過ぎ、スタジオにある自分の机に。メール
チェックは朝晩の日課。月曜は200科目以上から選
べる「共通教育科目デー」なので、8：40のスクール
バスで中央キャンパスへ。ランチと空き時間は、食
堂やカフェで過ごすのが楽しみ。木曜の「建築数
学」の予習もしなきゃ。

「日本建築史」で学ぶ建築様式や空間構成などは、
フィールドワークで寺社建築などを実際に見るこ
とで理解が深まる。「現代建築論」では、建築家の役
割、倫理の問題など、21世紀の建築に求められるこ
とを多角的に学べる。午後、共通教育科目を選択し
ている人は中央キャンパスへ。選択していない人は
アトリエやスタジオで空間表現演習の課題の続き
に取り組んだりしながら過ごす。

「建築英語」は、聴いて話すことに重点を置いた授
業。建築に関するプレゼンテーションの課題もある。
将来は海外へ留学したいので、英語はしっかり勉強
したい。午後はアートショップに寄ってから、「空間
表現演習」。職人や芸術家から直接指導が受けられ
る楽しみな演習。自分のイメージを表現することも、
みんなの前で発表することも、自分自身や作品、先
生との対話が大切だと感じる。

AM：共通教育科目（中央キャンパス）

PM：共通教育科目（中央キャンパス）
General Education Courses

General Education Courses

AM：建築英語

PM：空間表現演習
English for Architects

Basic Design Studio

AM：日本建築史、現代建築論

PM：共通教育科目（中央キャンパス）
General Education Courses

History of Japanese Architecture, Modern Architecture

土曜日は「建築フィールドワーク」。次はどこだろう？
どんな発見があるだろう？ とドキドキワクワクする。
お寺やお庭、有名な建築、工事中の建築現場などを
見学できて、現場で実際に働いている方々のお話も
聴ける、またとない機会。それに、スライドや教科書
で見るのと実物を見るのとでは大違い。自分の目で
見ないとわからないこと、その場でスケッチしてみ
て気付くことがたくさんあるのだと実感する。

「建築数学」は、建築と数学の関連を学んで知識
の幅を広げる授業。「初期演習」では、大学生活の
スタートアップとして学ぶためのスキルを学んだ
り、将来のことを考えたりする。午後はアトリエで
「空間表現演習」の創作。つい夢中になって時間を
忘れてしまうけれど、放課後までいられるので
じっくり取り組める。

「建築一般構造」では、木造やRC造などの構造種別、
部材の名称などを学べる。ランチは、友だちと甲子園
会館の食堂で。「図学・情報基礎演習」では、自分の
思っていることを自由自在に表現できるよう、先生た
ちにアドバイスをもらって、パソコンを早く使いこな
せるようになりたいな。

AM：建築数学、初期演習

PM：空間表現演習
Basic Design Studio

Mathematics for Architects, Seminar for Freshman Student
AM：建築一般構造

PM：図学・情報基礎演習
Building Method

Computer Literacy & Descriptive Geometry

建築フィールドワーク
Fieldwork for Architects

1 年生の

Let's look at a day in the Department of Architecture 
and a week for freshmen in the first semester. 

建築学科の

建築設計演習  

理論科目 基礎教育科目
現代建築論  建築構造力学  建築英語  

空間表現演習  

建築設計演習  空間表現演習  

測量実習  

演習科目 理論科目

１年生の前期から、建築に特化した専門教育がスタートします。
その時々の演習課題に関連した内容だけでなく、建築設計に必要な幅広い知識を学びます。

１年生では造形の基本を学び美を表現する「空間表現演習Ⅰ・Ⅱ」、２年生からは午前の
講義やフィールドワークで得た知識を生かしながら「建築設計演習Ⅰ～Ⅴ」に取り組みます。

午
前
は
講
義

午
後
は
演
習

土曜日はフィールドワーク：詳しくは P32 をご覧ください

Lunch Time

Input

Output

３限目
13：05

14：35
〜

４限目
14：50

16：20
〜

５限目
16：30

18：00
〜

１限目
  9：00

10：30
〜

２限目
10：45

12：15
〜

建築構造材料実験  
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確認検査

登録には

取
得

取
得

実践的なカリキュラムにより、一級建築士の資格取得に必要な「実務経験２年」を充足します。
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※上記の就職率は生活環境学部建築学科および建築学研究科建築学専攻の 2021 年度の実績です。 ※生活環境学部建築学科および生活環境学研究科建築学専攻の卒業・修了生です。

※

Message          OGfrom 卒業生からのメッセージ

建築学専攻・博士後期課程を修了し、助教として建築教育と研究に携わっています。学部生の頃から、まちづくり
や都市計画に関心があり、さまざまな都市の景観についてより深く研究したいと思い、大学院に進学することにし
ました。修士研究では大阪市空堀地区を対象に、帰納論理プログラミングを用いた分析により、自然発生的な路
地の街並みの特徴を明らかにしました。博士後期課程ではさらに視野を広げ、日本だけではなく世界の伝統的な
街並みを自分の眼で観察し、それぞれの街並み景観の特徴についての研究を行ってきました。また、研究と並行
しながら、学内の一級建築士事務所で取り組んでいる阪神電車 鳴尾・武庫川女子大前駅などの設計にも携わりま
した。これらの経験を教育活動に生かしながら、自身の実践的な設計スキルを磨き、将来は地域再生や街並み保
全等に貢献できる研究者＋建築家となることを目指しています。

田中 佑奈 さん
武庫川女子大学 景観建築学科 助教

（本学科5期生/ 2014年3月に建築学科を卒業 , 2019年3月に大学院建築学専攻博士後期課程を修了）

建築設計部の一員として、医療・福祉施設や教育施設など、さまざまな用途の建築に携わっています。BIM
（Building Information Modeling）を用いて、提案から計画、製図まで建物を立体的に捉えながら設計を行ってい
ます。設計業務において、お客さまの思いを建築のかたちや空間にすることはもちろん、お客さまや会社の上司、
先輩方に、自分の思いを伝えることも重要だと感じています。また、言葉だけでなく図面でも表現できることが設
計の面白さだと考えています。在学中はフィールドワークや海外研修で、さまざまな建築や風景をスケッチし、そ
こからデザインを学びました。建築設計演習では、その知識を生かして建築作品を制作し、自分の思いを図面や
模型、透視図を用いてプレゼンしました。プレゼンを重ねることで身に付いた表現力は、今仕事をする上での重要
なスキルとなっています。これからも大学生活で学んだことを生かし、成長していきたいです。

衣川 桃 さん
株式会社 昭和設計・建築設計部

（本学科6期生/ 2015年3月に建築学科を卒業 , 2017年3月に大学院建築学専攻修士課程を修了）

尾崎 綾 さん
株式会社 日建設計・設計部門 設計部

（本学科６期生/ 2015年3月に建築学科を卒業 , 2017年3月に大学院建築学専攻修士課程を修了）

勤めている建築設計事務所では、建築学科の卒業生として私が初めての入社でした。2019 年には後輩が入社し、
誇らしく感じています。入社試験では、定められた時間内に建物のプランを作り、プレゼンテーションを行う「即
日設計」という課題がありました。在学中に数え切れない課題をこなし、先生方に発表した経験があったからこそ、
この試験に合格できたのだと思います。入社して5年目を迎え、現在は意匠設計に携わっています。この仕事は建
設全般に関わるため、必要な知識が膨大で責任も大きく、クライアントとの交渉も難しいものがありますが、学生
時代に身に付けた精神力で乗り越えています。仕事のやりがいは手掛けた建物が竣工した時に感じる、何ものに
も代え難い達成感です。また、念願の一級建築士の資格も取得できました。今後、発注者から「もう一度、設計を
任せたい」と声を掛けていただけるような設計者として、成長を続けたいと思います。

主にホテルの設計を手掛ける宿泊グループに所属し、施主に向けた提案資料や建築プランの作成、行政との調整
業務などを担当しています。建築物は、様々な人の知識や技術の集積によって作られるものです。業務を通して
人と関わり、新しいことを知る、新鮮さと楽しさに満ちた日々を送っています。大学時代は、数多くの設計課題に
取り組む日々を通してスケジュール管理能力を、スケッチやパース作成を通して表現力を培うことができました。
また、授業や講評会では、先生方をはじめ、建築家の方と接する機会がたくさん設けられていたことで、多角的な
視点から建築に対する考え方、設計や表現の仕方を学ぶことができたと思います。大切にしているのは、プロジェ
クトに関わる多くの人の考え方を理解することです。最も合理的で美しい設計を導き出す力を養い、建築設計者と
して成長を続けたいです。

内藤 杏美 さん
鹿島建設株式会社・建築設計本部

（本学科9期生/ 2018年3月に建築学科を卒業 , 2020年3月に大学院建築学専攻修士課程を修了）

笠井 志保 さん
大成建設株式会社・関西支店設計部設計室

（建築学科4期生/2013年3月に建築学科を卒業 ,2015年3月に大学院建築学専攻修士課程を修了）

設計から施工まで携わるものづくりをしたいと思い今の会社を選びました。現在は、意匠設計者として、研究所や
学校など様々な用途のプロジェクトを担当しています。打ち合わせの中で、お施主様の思いをくみ取り、形にして
いくために、コミュニケーションをとても大切にしています。完成した建物を笑いながらいきいきと使ってもらえ
る喜びは、何にも代え難いものがあります。建築とは、工学的な専門知識と都市の景観を美しくするデザイン性が
必要な分野だと思っています。その両方を在学中に学ぶことができたのは、多くの課題とフィールドワークによっ
て実際の建物をたくさん見てスケッチしたおかげです。仕事では CAD を使って図面を書くことが多いのですが、
手書き図面やスケッチなどは、素早い検討が必要なときにとても役に立っています。まだまだ未熟な部分が多いで
すが、学生時代に培ったことを活かし、いい建物を創っていきたいです。



建築学科・建築学専攻 の『？』にお答えします。

可能です。ただし、学部の４年間だけでは５年以上の教育期間を要求しているUNESCO-UIA建築教育憲章には対応できませ
ん。また、現在主要大学の建築学科では、卒業生の約半数が大学院修士課程に進学しています。建築設計事務所や建設会社な
どで設計の専門職として活躍している人の大部分は、大学院修士課程修了者です。

大学院に進学せず、学士課程４年間だけで卒業することは可能ですか？

A

学部1年生から大学院修士課程2年生まで、多くの演習に取り組みます。作品をつくるには時間がかかります。宿題や提出締
め切りも日常的にあり、授業時間外も作業に取り組む必要があります。そのために一人１台専用の製図机とパソコンが用意
されているのです。アルバイトやサークル活動は全くできないとは言いませんが、かなり制限されます。

アルバイトやサークル活動はできますか？

A

一人１台専用のパソコンと製図机を備えたスタジオで、学部1年生では「図学・情報基礎演習」、学部2年生では「CAD・CG応用
演習」に取り組みます。学部1年生の情報教育は、教員一人あたり15人程度の学生を指導する少人数制で、文書作成や表計算
の基礎から、３次元CAD・CGソフトの高度な活用まで、建築設計に必要な情報リテラシーを全員が身に付けます。

コンピュータのスキルを磨くこともできますか？

A

本来、建築とは自然科学だけでなく人文・社会科学、芸術とも深く関わる諸学の総合です。そのため本学科では、数学Ⅲや物
理を十分に学んできた人はもちろんのこと、これらに不安がある人でも、数学、英語および国語等の基礎学力があれば広く
受け入れています。しかし、構造力学や環境工学など建築を専門的に学び、将来建築士の資格を取得する上で、数学や物理の
理解は必要不可欠です。そこで、学部１年生の前期にリメディアル教育講座を課外に開講し、数学と物理のうち高校で学習
できなかった部分、および理解が不十分であった部分を学習できるように配慮しています。

数学や物理に不安があるのですが、大丈夫でしょうか？Q1.
A

景観建築学科は、花と緑あふれる豊かな風景を創出する「ランドスケープ学」と、安全で快適で美しい建築・都市をデザイン
する「建築学」が融合した新たな学びで、自然・人・建築の共生を目指します。建築学科は、建築教育の世界水準である
「UNESCO-UIA建築教育憲章」に対応したカリキュラムにより、多くの建築設計課題に取り組みます。さらには構造材料や環
境工学の実験なども実施し、多種多様な構造、機能、そして美しさを持つ建築を設計できる、世界水準の高度な能力を持つ建
築家を目指します。

建築学科と景観建築学科の違いは何ですか？

A

本学科では、構造や設備の最先端の実験室を完備し、実験・実習環境も充実しています。環境、設備、構造、材料、施工など、建
築を学ぶ上で必要な科目は全て開講しています。また、充実したインターンシップ科目を含む大学院修士課程の教育は、「実
務経験2年」相当と認められており、修了生全員が一級建築士の資格取得に必要な実務要件を満たします。さらに日本で初め
て建築系学士修士課程のJABEE（日本技術者教育認定機構）認定も受け、世界水準の建築教育として国際的に認められてい
ます。工学部にある建築系学科と比べて不利になることは、一切ありません。

工学部の建築学科ではありませんが、一級建築士の受験などで不利になりませんか？Q2.
A

欧米の大学の建築学部では、一人１台専用の製図机が確保されています。これに対し、日本のほとんどの建築系学科では、学
生数に対して製図机の数が圧倒的に不足しています。１台の製図机を複数の学生が共有しているため、大学で腰を据えて作
業に取り組むことができず、家で作業するようになります。教員の指導が十分に受けられないだけでなく、学生同士で刺激
を与え合う機会も減ります。日本の建築設計教育が、諸外国と比べて貧弱であるといわれている理由の１つです。欧米並み
の対話型演習を中心とした実践的な建築家教育は、十分な作業空間を確保してはじめて可能になるのです。また、そのため
には本学科のような少人数制が不可欠なのです。

一人ひとりに専用の製図机が必要なのはなぜですか？

A
Q3.

Q4.

Q5.

Q6.

Q7.
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Students' recommendation
建築学科・建築学専攻のいいところ・おすすめポイントは？

1 年生は甲子園会館のスタジオ、2 年生から修士 2 年
生の 5 年間は建築スタジオで、日々設計課題に取り
組んでいます。学校へ行けば必ず自分専用の居場所
があり、同じ目標を持つ仲間が迎えてくれる安心感
があります。1 人で建築技術を高めるのではなく、
仲間が取り組む姿勢を見て、意見を交わしながら感
性を磨くことができる環境であり、家族のような仲
間に出会える場所です。

修士
２年生

夢野台高校出身 / 兵庫県

馬場 裕実子さん

学部
３年生

甲南女子高校出身 / 兵庫県

初めてキャンパスで授業を受けた時、自分の机
やパソコンを見てとてもワクワクしました。授
業で必要なソフトはすべてパソコンに入ってお
り、授業以外でも自分が使いたい時に使うこと
ができます。また課題が進むにつれ、使う資料
や自分の案のスケッチなどが増えていくのです
が、それらを持って移動する必要もないため落
ち着いて課題に取り組むことができます。

安黒 万里さん

土曜日に行われるフィールドワークでは、設計
課題の参考建物や歴史的建造物などの見学に行
くことができます。一般では入れない場所で詳
しい解説を聞くことができるので、とても理解
が深まる体験です。1 年生の時には京都の寺院
や旧山邑邸などに行きました。友人と話しなが
らスケッチをしたり、写真を撮ったり、いつも
楽しみにしている授業の一つです。

学部
４年生

神戸高校出身 / 兵庫県

神野 友紀子さん

１年生の空間表現演習では造形課題としてたくさ
んの作品をつくる機会がありました。紙や糸、木
などさまざまな材料を使用して自分の思い描く造
形をかたちにする実習や、陶芸や瓦造りのような
普段は体験できない実習もありました。実習中は
楽しみながら体験していましたが、後期の設計課
題が始まった際には考えたものをかたちにする経
験が、とても生かされたと感じました。

学部
２年生

寝屋川高校出身 / 大阪府

西尾 美希さん

設計授業では、小人数対話型で一人ひとり自分
のアイデアにあったアドバイスを先生方から頂
くことができます。私はもともと人前で発表す
るのが苦手でしたが、講評会で学生全員がクラ
スメートや先生方の前で発表を行うため、自然
とプレゼンテーション能力や図面の表現が上達
しました。またクラスメートの作品の講評も聴
くことができ、とても勉強になります。

修士
１年生

武庫川女子大学附属高校出身 / 兵庫県

内田 真菜さん
修士
２年生

向陽台高校出身 / 大阪府

神谷 美穂さん

現代建築とは対照的に、さまざまな装飾が施さ
れた甲子園会館からはたくさんのことが学べま
す。使われる材料、そこに込められた意味、職
人の技術、そして建築と装飾が融合した空間、
それらを間近で見て、日々体感できるのが魅力
です。甲子園会館はどの部分を見ても見飽きる
ことがなく、そんな建築が身近にあることが建
築を学ぶ私たちにはとても嬉しいです。



 Japanese flower arrangement   ‘Ikebana’ 
performance with a professional artist 

華道家と表現する「いけばな」 花を際立たせるために不要なものをそぎ
落としていく“引き算の美”いけばな。枝
ものや草花を使って天（太陽）や地（地球）
を構成し、小宇宙を表現する「盛花」の
基本形を学習。仕上げとなる「大作いけ
ばな」では、グループに分かれて等身大
の花器にいけこみ。主にする花や枝を決
め、その美しさを表現するために、これ
まで学んだことを念頭に、試行錯誤を繰
り返すことで、花の良さを最大限に生か
す表現法を養います。

笹岡 隆甫  講師
「未生流笹岡」家元。狂言やミュージカルで
の「いけばなパフォーマンス」など、舞台芸
術としての「いけばな」の可能性を追求し
ている。

 ‘Kawara’ of Koshien Hall made in 
collaboration with a traditional tile-maker 

瓦職人とつくる甲子園会館の「瓦」 タタラ盛りという伝統的な手法で、甲子
園会館の瓦の復元に挑戦します。学生た
ちは、1.タタラ盛り、2.分決め、3.荒地取り、
4.荒地切り、5.水撫ぜ、6.施釉、7.焼成の
各工程からなる瓦の制作から、最後の甲
子園会館の屋根瓦の葺替に至るまで一
連の流れを経験。保存修復の現場を身
をもって体感します。

※2009年には当時の皇太子殿下（現天皇陛下）が
瓦の制作実習を御視察になられました(右下写真)。

浅田 昌久  講師
浅田製瓦工場代表。京都で2軒のみ残る
伝統的手法を継承する瓦窯元の三代目。

家具職人とつくる「木のオブジェ」　

黒岩 絵里子  講師
組子細工の技法を取り入れ、幅広く木の
製作活動を行う。また、森の資源の循環
をテーマにした木育ワークショップなど
の活動も行う。

テーマは、直方体の木を組み合わせてオ
ブジェをつくること。木材の感触を確か
め、自分のイメージを想い描きながら手
を動かし、組み合わせていきます。大工
道具の使い方を学び、「削る」「切る」「彫
る」といった作業を通じて、木の特性、
木目の表現法を考えながら造形。モノづ
くりの基本である道具を使いこなすた
め、自分の体になじませることの大切さ
も理解します。

Students foster the ability to express the beauty
through learning the basics of plastic arts. 

Basic Design Studio I・II

Students learn the basics from artists who inherit traditional arts to understand essential qualities of beauty

Basic Design Studio I・II

Students develop expressive power through a variety of assignments and also take on architectural design

Woodwork ‘Wooden objet’ , collaboration 
with a furniture maker

陶芸家とつくる「土のオブジェ」　

南野 馨  講師
陶芸作家／造形作家。陶を用いた大型造
形作品を制作し、個展開催や芸術際での
展示等で活動。大阪芸術大学でも講師と
して指導に当たる。

土と火の芸術「陶芸」に挑戦。信楽の土
を使い、ろくろの上に手びねりで高さ
30cmほどの四角筒をつくります。下か
ら5cmをベースとして残し、切り取った
パーツを余らせることなく切り分け、
ベースの上に造形。材料の特性も考えな
がら、じっくりつくることの大切さも学
びます。作品はアトリエにある電気窯を
使い、1250℃で還元焼成。「いけばな」
の花器にも使います。

Pottery ‘Earthen objet’ , collaboration with a 
ceramic artist

空間表現演習Ⅰ・Ⅱ　 空間表現演習Ⅰ・Ⅱ

STEP1  Freshmen 
STEP1　学部1年生

【演習】 造形の基本を学び、
美を表現するチカラを養う。

専門家から直接手ほどきを受け、美の本質を理解 多彩な課題で表現力を磨き、建築設計にも挑戦

授業では、「理論科目」「演習科目」「フィールドワーク」を連携し
て学び、相互理解を深めます。そのなかでも、全授業時間の半分
以上を占める、一対一対話型の「演習科目」について紹介します。 Students learn the three elements of architecture ‘Strength’ , ‘Utility’ and ‘Beauty’ , with an emphasis on the last one, as the ability 

of expressing inherent beauty of the subject is developed by facing one’ s inner self. Various assignments are given in addition to 
the solid pieces, such as ‘Woodwork’ , ‘Pottery’ , ‘Ikebana’ , ‘Mosaic’ , ‘Fresco’ and ‘Tile’ .Teaching staff includes our permanent 
instructors and outside professionals in the relevant field invited according to the specific assignments.

智辯学園奈良カレッジ高等部出身(奈良県) 大阪女学院高校出身 (大阪府 )

相生高校出身 (兵庫県 ) 関西大倉高校出身 (大阪府 )

鳴尾高校出身 (兵庫県 ) 市岡高校出身 (大阪府 )

追手門学院高校出身 (大阪府 ) 三島高校出身 (大阪府 )

■紙と力 ■祈りの空間の設計

■平面と透視体や鏡面による構成 ■引っ張りと圧縮
紙やボード類を使い、平面だけで構成された空間のおもしろさを考え
ます。透視体は透明や半透明のガラス、簾などが可能にした空間、鏡
面はガラスや水に反転した世界を映し出すことでできる新たな空間を
表現。意外性のある空間の構成力を養います。

糸やケーブルなどの引張材は引張の力に対して大きな強度を発揮し、鉄
や木の柱などの圧縮材は、圧縮の力や曲げの力に対して強度を保ちます。
「糸」と「ヒノキの角材」を用い、材料の力学的な特性を生かして大空間
を覆う技術を学習します。

薄い紙も折り曲げることにより強さと剛さが生まれ、空間を覆うこと
ができます。大空間の建築をイメージしながら、紙を折り曲げて約
20cmの立方体を覆う美しく強い空間をデザイン。力を合理的に伝え
られる形を最小限の材料で美しく構成する手法を学びます。

「空間表現演習Ⅰ・Ⅱ」の集大成として「祈りの空間」の設計に取り組
みます。仏像をスケッチし、さまざまな宗教の根源に見られる「祈り」
の現象をよく理解して、西宮市のシンボルともいえる甲山の傾斜地に
小規模の建築を構想。甲山の自然環境を生かしながら非日常の空間
を探求します。

■基本立体による造形 ■甲子園会館の透視図
構成の明快さ、視覚的な力強さを感じる絵画や現代建築には、基本
的な立体が使われています。円錐や球、直方体などの純粋な基本立
体を組み合わせて配置することにより、力強く明快な空間を構成す
る手法を探ります。

建築の三大要素「強」「用」「美」のなかでも、自分の内面と向き合うことで養われる「美」の表現力について学びます。
立体作品のほか、木工、陶芸、いけばな、モザイク画、フレスコ画、瓦の制作などさまざまなテーマに挑戦。
専任教員に加え、課題ごとに学外から招いた専門家の指導も受けます。

建築学部の学舎である甲子園会館の透視図を描きます。普段何気なく目に
している甲子園会館のプロポーションや細部の意匠、陰影などを改めて観
察するとともに、人間が知覚する外界の対象物のイメージと、透視図法に
よる表現との違いを体感し、空間の知覚と表現について理解を深めます。

※学生の作品と出身校を掲載。

清教学園高校出身 (大阪府 ) 尾道北高校出身 (広島県 ) 

池田高校出身 (大阪府 )神戸女学院高等学部出身 (兵庫県 )

17 18

学
習
環
境

学
生
生
活

学
部
2
年

学
部
３
年

学
部
４
年

大
学
院

修
士

年
1・2

教
員
紹
介

建
築
学
部

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ト
ル
コ
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

学
習
・
教
育

到
達
目
標

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

海
外
実
習

学
部
１
年

学
部
１
年
生



11 12

Sophomore, the first semester  Architectural Design Studio I建築設計演習Ⅰ　2年生前期　

クラブハウスの見学

フィールドワークで敷地の北山貯水池周辺を見学

伝統の技と建造物に学び、
心に響く空間を追求する。

STEP2　学部2年生

前期は、木造建築の設計方法や構法を学ぶとともに、平面によって空間を構成する手法を習得。
後期は、周囲の自然環境や既存の建築と調和させながら空間を構成する手法を学習。
自分自身や教員と対話を積み重ね、設計手法や、空間構成力を身に付けます。

ひとつ屋根の下の大空間を、機能的に分割・構成した木造クラブハウスを
設計します。木造軸組構法を学びながら、設計条件に基づいた図面や模
型を制作。耐力壁の計算、床伏図や小屋伏図などの構造図も学びます。
講評会では外部の専門家も加わり、指導と解説を受けます。

デザインにおいても重要な
要素となる屋根をテーマ
に、平屋建ての幼稚園を設
計。それぞれに異なる複数
の空間と機能を連結させて
全体を構成することを考え
ます。機能の異なる部屋の
つながり、形の異なる屋根
のつながり、部屋と運動場、
庭、周囲の自然とのつなが
りを構成し、各空間を有機
的に結びつける手法を習得
し、新しい風景を創造しま
す。

異なる時代に建てられ
たさまざまな様式の建
築との調和をテーマに、
歴史都市に新たな都市
景観を生み出す美術館
を設計。フィールドワー
クでは、敷地周辺の歴史
的建造物との関係、植栽
や山並みなどの自然景
観について調査します。
景観と調和する建物が
必ずしも隣接する建物
と類似したデザインで
はないことを学びます。

自然景観に人工の建築を加えることで、美しい「風景」へと
変貌させる手法を習得します。敷地一帯の地形を分析し、
実際に歩いて地形や風景を体感。CADで作成した3次元モデ
ルに敷地写真を合成して透視図を作成し、背景の山並みと
の調和を確認します。そこから修正を繰り返し、建築物を含
めた風景全体を検討。さらに、最適な室配置や動線の計画
方法についても学習します。美の追求とともに、多様な問題
を解決する能力を磨きます。

課題１ ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

幼
稚
園

歴
史
都
市
に
建
つ
美
術
館

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と

　
自
然
景
観
の
風
景
化

In the first semester, students learn the methods of designing and construction techniques of Japanese traditional wooden structures as 
well as the methods of constructing a space with planes. In the second semester, they learn the technique to constitute a space while 
harmonizing it with the surrounding natural environment or existing constructions. They develop the techniques or abilities of designing 
and spatial structuring through Design Studio with teacher-student dialogue.STEP2  Sophomore 

Students seek for heartful space through learning 
traditional techniques and buildings.

【演習】

課題１ 課題 2 

課題 3 

大阪信愛学院高校出身 (大阪府 )

学生が課外で利用するための「甲子園会館の横に建つ学生会館」を設計します。
平面による構成を基本とし、模型づくりとスケッチを繰り返して空間を3次元的
に構成する感覚を鍛えるとともに、甲子園会館との関係を通して周囲環境との
調和に配慮した設計を行うことを学びます。

★国際建築ワークショップ〈 Inter Cultural Studies of Architecture (ICSA) in Japan 〉の一環
として、2009年よりトルコのバフチェシヒル大学からの留学生も一緒に学んでいます。

課題 3 学
生
会
館

甲南女子高校出身 (兵庫県 )

神戸海星女子学院高校出身 (兵庫県 )

長田高校出身 (兵庫県 )

フィールドワークで課題の敷地である京都・
岡崎公園を見学

泉陽高校出身 (大阪府 )

まず、「眠る」「食べる」「団らんする」といっ
た生活における空間の寸法や形態を理解。ひ
とつの空間に多様な機能を持たせる意義を考
え、日本の伝統的な庭と内部空間の関連性を
習得。美しい借景や庭園を持つ社寺仏閣など、
フィールドワークで感じ取った知識や空間構
成を作品に反映。快適で心豊かに暮らせる住
宅の設計手法を学びます。

課題 2 家
族
の
た
め
の
家

甲南女子高校出身 (兵庫県 )

生野高校出身 (大阪府 )

大阪信愛学院高校出身 (大阪府 )

課題内容の説明

※学生の作品と出身校を掲載。 山手学院高校出身 (神奈川県 )

 ‘Comprehension of the space in traditional wooden structure and working out of own design’ 
「伝統的な木造空間の理解と設計／平面の構成による設計」　

‘Interpretation of the site and creation of new landscape’
「敷地の読解と新しい風景の創造」

Sophomore, the second semester Architectural Design Studio II  建築設計演習Ⅱ　2年生後期　

フィールドワークで木造住宅の現場を見学

東大谷高校出身 (大阪府 )

泉陽高校出身 (大阪府 )

北須磨高校出身 (兵庫県 )

清教学園高校出身 (大阪府 )

南陽高校出身 (京都府 )畝傍高校出身 (奈良県 )

教員を囲んで案の検討
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STEP3　学部3年生
STEP3   Third year students 

Students create safe, comfortable, 
and rich space of lives. 

In the first semester, students learn how to design spaces which are adapted to use by large number of people. Ability in designing 
structures which are secure and have the required amenities as well as being beautiful is cultivated. In the second semester, a 
theme of broader perspective ‘urban development’ is taken up. Students work on the designing of such facilities and spaces as the 
prospective core of the town’s activities like theaters, commercial facilities and housing complexes targeting at the revitalization of 
the town taking advantage of its historical and cultural background or asset. 

【演習】

※学生の作品と出身校を掲載。

各世代の行動特性、健康状態や行事、世代
間交流、近隣との付き合い、庭の維持管理
などを記録し、それらを実現する住空間を
家具や生活道具とともに構成。両親から機
能的・美的要求を聞き、スケッチや模型を
用いて打ち合せを繰り返して提案をまとめ、
居住者と共同して理想的な住空間を構成す
る能力を養います。

歴
史
的
都
市
に
建
つ
宿
泊
施
設

西宮神社に隣接した敷地で、周辺の街並みと
一体的に小規模劇場を計画。音楽演奏と伝
統的な演劇のための舞台と 300 席程度の観
客席を想定し、楽屋や大道具搬入空間にも
配慮して設計します。観客席の音響性能評
価、可視曲線や法規に基づく座席配置、通路
と出入口の計画、座席からの避難確認も行い
ます。

地域コミュニティーの在り方や既存の街並み
との調和を考慮した、地域定住者のための居
住空間を考えます。町に賑わいを創出する住
宅とともに、親子のための遊び場、太陽の光
が射し込み風の通る中庭などを総合的に計
画。安全で、楽しいコミュニティーを育む集
合住宅を設計します。

イスラム寺院などの歴史的建造物が多数残っ
ている、ウズベキスタン共和国の城壁に囲ま
れた歴史的都市「ヒヴァ」に建つ宿泊施設を
計画。宿泊施設に必要な機能や設備、寸法、
さらに避難計画などの法規を検討します。ま
た、地域の文化や景観を損なわないように配
慮しつつ、現代的なデザインも踏まえて設計
を行います。

課題 1両
親
と
三
世
代
で
住
む
家

課題 2 

演
劇
や
音
楽
を

　
　
楽
し
む
劇
場
空
間

課題 1

隣
と
親
し
く
な
る
中
層
の
集
合
住
宅

課題 2 

ヨットやカヌーなどが行き交う西宮浜の海
沿いの一画を敷地として、住宅と商業施設
を中心とした都市空間の創造をテーマに、
設計の課題に取り組みます。敷地調査をも
とに、建物単体の美しさだけでなく、さま
ざまな建築が互いに競演する街並みの美
しさを考えます。各々の建築に異なる個性
を持たせることで、地域住民だけでなく、
ここを訪れる人々にとっても、より魅力的
で、歩いて楽しい都市空間を計画します。

歩
い
て
楽
し
い
都
市
空
間

課題 3膜
屋
根
を
架
け
た
駅
舎

課題 3
武庫川女子大学附属高校出身 (兵庫県 )

安全・快適で豊かな
生活空間を創造する。

前期は、集団行動のための空間構成を習得。安全性と快適性を考慮し、美しさにも配慮して設計する能力を養います。
後期は、「まちづくり」へと視野を広げ、歴史と文化を生かしたまちの創生を課題に、活性化の核となる劇場空間や集合住宅、
商業空間の設計に取り組みます。

現地調査では敷地東側の武庫川さくら堤の現況を確認

床から天井までの全面がホワイトボードの可動間仕切
を使いながら解説

駅のホームを見学し、架線とその支柱、照明、配線、設備、
サインなどを調査

膜に張力をかけHPシェルの原理を体感

敷地周辺の模型も制作
歴史ある都市への理解を深めながら設計する

既存の駅舎を建て替え、大規模な群集をより安全か
つ快適に誘導することができる駅舎を計画します。
駅舎空間は、不特定多数の人々が利用するために、
誰にとってもわかりやすく、その地域の顔となるよ
うなデザインが重要です。テント膜構造の大屋根を
計画し、近隣にあるスタジアムの玄関口の駅舎にふ
さわしい非日常性を演出します。

★国際建築ワークショップ〈 Inter Cultural Studies of 
Architecture (ICSA) in Japan 〉の一環として、2009 年
よりトルコのバフチェシヒル大学からの留学生も一
緒に学んでいます。

ピッコロシアターを訪れ、ステージの説明を聞く

劇場の音響計画を模型で検討
音響専門家の指導を受ける

各住戸の日当たりを模型を使って検討

マリーナの事例調査

 ‘Family, Friend & Community: Relationship of an individual and the society’

Third year students, the first semester Architectural Design Studio III建築設計演習Ⅲ　3年生前期　
「家族・友人・地域　人と社会の結びつき」

 ‘Urban development respecting the history and culture of the community’

Third year students, the second semester Architectural Design Studio IV建築設計演習Ⅳ　3年生後期　
「地域の歴史と文化を生かしたまちづくり」

三国丘高校出身 (大阪府 )

福山高校出身 (広島県 )尼崎北高校出身 (兵庫県 )

出雲高校出身 (島根県 )

神戸高校出身 (兵庫県 )

初芝富田林高校出身 (大阪府 ) 武庫川女子大学附属高校出身 (兵庫県 )

引張力、圧縮力の流れを感じ、模型制作により力学的
感覚を養う

2221
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卒業研究 ( 卒業設計･卒業論文 )　4年生後期

検討中のS=1:1000模型の発表

武庫川女子大学附属高校出身 (兵庫県 )

豊かな自然環境が形成され人間が文明や文
化を形成してきた水辺が、堤防で埋め尽く
され人から遠く切り離されてしまった現代
の日本。本課題では、自然破壊や景観破壊
の現状や水辺と都市の文化について学び、
都市に生きる人間にとっての「水辺」の重
要性を考え、豊かな水辺を再生し、水辺と
密接に関わるまちをデザインします。美し
い水辺のランドスケープを中心とした、住
宅や商業施設や公共施設などの複合的な用
途を含む中・高層建築の計画を通して、新
たな水辺の文化を創造するサステナブルで
魅力ある都市の将来像を提案します。

★国際建築ワークショップ〈 Inter Cultural 
Studies of Architecture (ICSA) in Japan 〉の一
環として、2009 年よりトルコのバフチェシヒ
ル大学からの留学生も一緒に学んでいます。

課題 3

 

水
辺
の
楽
園

講評会  トルコからの留学生の発表に対する講評

STEP4　学部4年生
STEP4  Senior students

Students acquire ideal image of truly human 
architectural space.

In the first semester, higher abilities in planning, programming and designing, which will be required in the later graduation thesis studies 
or the masters program, are cultivated under the theme of ‘An ideal image of an architectural space where a man can remain truly 
human.’ In the second semester students tackle the Diploma Studio of their own themes under the guidance of more than one instructor.

‘Creation of waterside architectural space and shore urban landscape where a man can remain truly human’   

Senior students, the second semester Diploma Studio in Bachelor     

【演習】 前期は、「真に人間的な水辺の建築空間と都市景観の創造」の習得をテーマに、後期の卒業研究や大学院修士課程において、
より高度な設計課題や実務実習を行うために必要な企画・計画・設計能力を養います。
後期は、各自で決めたテーマに基づき、複数の教員から指導を受けながら、卒業研究に取り組みます。

本学科では、各研究室に所属し、一人の教員のみの指導を受ける従来型の学習は行わず、グループ単位で複数の教員の指導を受けながら、
卒業設計および卒業論文に取り組みます。まず、学生各自でテーマに基づいた調査・分析を実施。その結果をもとに空間構成と論的展開を
進め、グループでの討議、教員の指導による検討・修正を重ねていきます。４年間の学習の集大成となる卒業研究発表会では、学外から多
くの専門家を招き、学生全員がプレゼンテーションを行います。

咲くやこの花高校出身 (大阪府 )卒業論文発表会　学生の発表 卒業設計発表会　学生のご家族も多数ご出席

新川高校出身 (愛知県 )姫路東高校出身 (兵庫県 )

2019年度の作品展の様子 2021年度のWEB作品展トップページ

神戸龍谷高校出身 (兵庫県 )

峡共居-母子のためのシェアハウス -叫び - 戦争記憶の語り場 -

Senior students, the first semester Architectural Design Studio V 建築設計演習Ⅴ　4年生前期　
「真に人間的な水辺の建築空間と都市景観の創造」

2022年3月21日(月)～ 4月10日(日)の21日間、オンラインにおいて、学
部１年生から大学院修士２年生までの学生有志１４９名による約２
００作品を期間限定で公開しました。演習で制作した木工や陶芸な
どの作品をはじめ、地元西宮市に敷地を設定した駅や病院などの建
築設計作品、卒業設計・修士設計作品、また大学院の授業で制作し
た原寸大の作品のページも公開しました。作品展のWEBページはデ
ザインやコンテンツを学生主体で検討・制作し、公開期間中は場所
や時間帯を問わず多くの方に楽しんでいただくことができました。

■建築学部 作品展･卒業設計展 Exhibition 2021 by the Students

※学生の作品と出身校を掲載。 星陵高校出身 (兵庫県 )

人と歴史を繋ぐ港 -銀の馬車道の継承と緑地を生かしたまちづくり-

真に人間的な建築空間の
理想像を習得する。

堺東高校出身 (大阪府 )

城南高校出身 (徳島県 ) 雲雀丘学園高校出身 (兵庫県 )

敷地見学の様子

車椅子や器具を装着して移動し、さまざまな身体特性に
対応した計画への理解を深める

明石北高校出身 (兵庫県 )

課題１ 老
い
が
教
え
て
く
れ
る
生
き
た
空
間

都市の中で「高齢者がいかに生きるか」を考え、豊
かな水辺空間を持つ老人福祉施設を設計します。そ
の空間は、高齢者を優しく包み込み、四季のうつろ
いや時間の流れを肌で感じることができる日常的な
空間である一方で、老いや死に直面した人間を支え
る超越的な空間でもあります。医療福祉活動に要求
される多種多様な機能を持つ多数の空間を、一つの
建築として構成することも必要です。ヒューマンス
ケールやユニバーサルデザインにも配慮します。

病
院

医療という高度な「技術」「知性」と、患者お
よび治療者の「人間性」「感性」の総合した
空間として小規模病院を設計します。医療活
動を理解し、入院患者にとっては安心・快適
で、治療者のホスピタリティが溢れ、病者を
心身ともに優しく包み込む人間的な空間を総
合して一つの建築として構成します。

課題 2 

豊岡高校出身 (兵庫県 )明石北高校出身 (兵庫県 )

ウメダハカ - めぐり弔う都市の聖域 - 書の風景

雲雀丘学園高校出身 (兵庫県 )

谷の建竹家たち - 里地里山の再生計画 -

都市に染み出す川辺みち

2423
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プロフェッショナルスクール形式の建築家教育。

「演習科目」「インターンシップ科目」「理論科目」「フィールドワーク科目」
4つの『学び』が有機的に連携するカリキュラム。男女共学 男女共学・昼夜開講制

大学院修士課程 ／ 博士後期課程 
Master’s course, Graduate school

●一級建築士取得に必要な「実務経験２年」に相当。
●JABEEの認定基準に適合する62単位の修了要件。
●演習中心の欧米型スタジオ教育。

修士課程では、プロフェッショナルスクール形式の建築家教育で、
幅広い知識と技術、そして建築家として欠かせない倫理観を備え
た専門職能人を目指します。修了要件が62単位（他大学大学院の2
倍以上）に拡充された実践的なカリキュラムは、一級建築士の資格
取得に必要な「実務経験２年」を充足。また、学士課程4年間と大学
院修士課程2年間を含めた学士修士課程6年間(建築系学士修士課
程 建築設計･計画系分野)に対するJABEE認定により、UNESCO-UIA
建築教育憲章に対応しています。従来の研究中心型の大学院では
なく、学年全員が共通の課題に取り組む演習中心の欧米型スタジ
オ教育で、研究室の垣根なく指導を受けられます。

建築設計総合演習、建築設計技術演習。二つの「演習科目」を連携して学びながら、「理論科目」で知識の幅を広げ、
「フィールドワーク科目」で建築の実際を体感。「インターンシップ科目」の実務経験に生かすとともに、その成果をフィードバック。
４つの『学び』が有機的に結び付いた学習で、実践力を磨きます。

2
年
生
後
期

2
年
生
前
期

大学院における実務教育
の基礎として必要不可欠
な「インターンシップ関連
科目」（演習科目・理論科
目・フィールドワーク科目）
を履修。

修士研究は、
「修士設計」または
「修士論文」を選択。

「実務経験２年」の認定に
必要な「インターンシッ
プ科目」と、UNESCO-UIA
建築教育憲章に対応した
より高度な「演習科目」
（インターンシップ関連科
目）を履修。 より高度な専
門知識や最先端の研究成
果に触れる「理論科目」
や、「演習科目」「理論科
目」と連携した「フィール
ドワーク科目」も開講。 夏
季・春季休暇には、短期
インターンシップ（海外・
国内）を履修。

１年生後期・２年生前期

１年生前期

２年生後期

Thorough and bold restructuring of the curriculum
The curriculum based on organically related ‘Theoretical’ , ‘Studio’ , ‘Field Work’ and ‘Internship’ subjects 
refines students’ practical ability. Student gets on the way toward becoming a professional with broad-based 
knowledge, techniques and, an essential requirement, ethics, in the professional school type education. 

Alike their Western counterparts of architectonics major, students are given professional school type 
architectural education. The education avoids typical  laboratory system by specialized field to which 
students are usually assigned on entering the school, but it centers on the Studio where all students tackle 
the common assignment under the guidance of instructors in various fields regardless of what laboratories 
they belong to.

1
年
生
後
期

1
年
生
前
期
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海外保存
修復実習

1

フィールドワーク科目

演習科目

※

※本教育プログラムでは、本学科を卒業後、本研究科修士課程に入学し、修了した者のみをプログラムの修了生とします。
　他大学等 を卒業後、本研究科修士課程に入学、修了した者は、プログラムの修了生とはなりません。
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博士論文 １～３年生

トルコ語 1

7

建築家の職能と倫理
建築計画マネジメント論

理論科目

2
2

2

2
2
2
2
2

2
2

建築設計計画論Ａ
建築設計計画論Ｂ

建築構造設計論Ｂ
建築環境設備設計論Ｂ

建築構造設計論Ａ
建築環境設備設計論Ａ
建設施工管理論
建築法規特論

2

2

2

2

2

2

インターンシップ科目

田中 佑奈 助教
（2018年度 修了）

中村 優花 助教
（2018年度 修了）

■博士後期課程
男女共学・昼夜開講制

建築設計分野に関する高度で幅広い学識
を有する研究者、および社会の指導者を
育成するための研究指導を行います。ま
た、研究の実践として建築設計の実務に
参加し、設計能力を養うこともできます。
設計実務を出発点とした新たな研究が展
開することもあります。昼夜開講制なの
で、働きながら研究指導を受け、博士の学
位を取得することも可能です。博士後期課
程に在学して、所定の単位を修得し、博士
論文の審査および最終試験に合格する
と、博士(建築学)の学位が授与されます。

伝建地区の町並みのうち、伝統的な町家が建ち並ぶ京
都の祇園新橋地区と産寧坂地区を対象とする。それぞ
れの町並みを構成する屋根や格子、植栽などの構成要
素に着目し、帰納論理プログラミングを用いて、町並
み景観の固有の特徴を分析。

「伝統的町並み景観における構成要素の特徴」「中央アジア古代仏教寺院の空間構成」
パキスタン北部から新疆ウィグルまでの広義の中央ア
ジアにおける古代仏教寺院の研究。建築を構成する要
素や形態に着目し、空間構成の特徴を類型化し、その
変遷を地理的・歴史的要因を踏まえて分析。さらに、
復元設計や文化財保存に関する知見に応用する。

祇園新橋地区の町並み 高昌故城 東南小仏寺

大学院 修士2年生のスタジオ

建築設計総合演習 A・B  修士 1･2 年生演習科目 建築設計技術演習 A・B   修士 1･2 年生
原寸大による空間構築を体験し、その原初的・身体
的な体験をもとに実践的に建築空間を設計する能
力を養います。また、世界に視野を向け、さまざま
な風土、文化との関わりという観点から建築空間を
考察・設計し、地球的・国際的な視座を養います。各
課題は、建築設計技術演習A・Bと連携して進めら
れ、建築空間の構造や環境設備や施工方法を総合
的に理解します。

「建築設計総合演習」の課題の技術的問題（構造、
環境、施工など）は、常に「建築設計技術演習」と関
連付けて指導されます。両演習科目を国際的に通
用する建築設計者を養成するために必要不可欠
な基幹科目として位置付けています。専用パソコン
と専用製図机などがあるスタジオで、実務経験豊
富な専任教員と学外の設計者が、学生と一対一の
対話型、少人数かつ実践的な教育を行います。以
上の成果として、就職活動においても質の高い設
計作品を多数提示可能になり、同時に、一級建築
士受験に必要な設計製図の能力も養成されます。

同時進行する建築設計総合演習A・Bの課題につい
て、構造、環境・設備、施工など技術面の課題検討を行
います。課題として与えられた建物の基本設計および
詳細設計を行うために、構造、設備計画の策定とプロ
セスを学習するとともに、建物用途や規模、敷地条件
などに対応して設定された技術課題に取り組みます。
豊富な技術経験を有する専任教員と学外の専門技
術者が参画し、幅広い視点からの指導を受けます。

原寸大の空間構築を体験し、
実践力を養う。

理論科目 フィールドワーク科目

専任教員の実務経験と研究活動に裏付けられた高
度な専門知識や最先端技術に触れることにより、建
築設計を理論的側面から深く分析し、具体的、総合
的に設計する力を養います。

建築家の職能と倫理　修士 1年生
建築家の職能や役割、建築士の資格制度、社会的
諸問題に関する講義などを通じて、諸技術を統合
する術、社会に対する責任や倫理を、芸術、歴史、文
化のレベルまで見据えて解説します。

演習・理論科目と体系的に連携して実施。環境
と人間の関係を認識しながら、多面的な考察を
行い、多様な社会要求に対応した建築を実現
する素養と能力を養います。

見て、触れて、調査。
建築の実際を体感する。

高度な専門知識と最先端技術に触れ
次代の建築を考える。

インターンシップ科目

建築士法において、修士課程２年間の建築教育
は、実務経験２年、１年、認定なしの３段階で認め
られています。本専攻では、インターンシップ科目
を大幅に強化することで、「２年間の実務経験」に
該当すると認定され、修了生全員が一級建築士の
資格取得に必要な実務要件を満たします。
また、学内に開設されている一級建築士事務所
「武庫川女子大学 建築・都市デザインスタジオ」で
実務訓練に取り組むことができます。

(海外・国内 約２週間）
国内外の優れた建築設計事務所、調査研究機関、
専門的な技術を持つ工務店、実務教育プログラム
を有する国内外の大学などで実務実習をします。

短期インターンシップ　修士 1･2 年生

一級建築士の資格取得に必要な　
「実務経験2年」に相当。

（学内インターンシップ 約４カ月）
豊富な設計実務経験を有する教員や学外の設計
事務所、建設会社の設計者、技術者などの指導の
もと、学内外の実案件を対象に新築・改築・保存・修
復などの実務訓練を行います。

建築設計実務　修士 1･2 年生
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STEP5・6　修士課程1    2年生
大学院

STEP5-6   Master’s course, Graduate school 

In first semester, the first year students of the master’s course develop their capacities for designing spaces with concrete building materials by 
composing full scale structures. In the next two semesters, they work on “Integrated Architectural Design Studio + Engineering Design Studio” 
and “Practice in Architectural Design” in two respective groups to nurture the internationally viable view and practical capability. In the last 
semester, they grapple with master’s thesis or diploma studio.   

【演習】

はじめに、原寸大のスタディモデルを共同
で制作し、光環境実験室にある機材を使っ
て光を操作することにより、光が持つ、人間
の心に働きかける大きな力を実験的に体験
します。その体験を踏まえた上で、複数の
素材を組み合わせた建築空間の提案を各自
が行い（自然素材を多く取り入れることが
望ましい）、光によってさまざまなモノの特
徴が立ち現れる空間構成の可能性を探究し
ます。

ス
ペ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
曲
面
の
建
築

建築スタジオ北側の芝生広場に、スペースフ
レームによる曲面を用いた建築を設計しま
す。はじめにスペースフレームによる原寸大
モックアップの組立て体験を行います。その
体験をもとに、各自の設計案を作成します。
スタディの過程においてコンピューターを駆
使し、美しい曲面形状を探求するとともに構
造解析も行い、それを実現可能な材料や構法
を提案します。

課題 1自
然
と
光
と
空
間

課題 2 

※学生の作品と出身校を掲載。

膜
構
造
に
よ
る
空
間
構
成

課題 3
向陽台高校出身（大阪府）

武庫川女子大学附属高校出身 (兵庫県 )

星稜高校出身 (石川県 )

組み立て解体が可能な茶室　左：「緑光庵」 右：「翳弎案」

原寸大の創作茶室　左：「竹燈庵」 右：「甲庵」

彦根東高校出身（滋賀県）

修士課程 1年生前期は、原寸大の空間構築体験に基づいて実物のモノの世界から設計する能力を養います。
修士課程 1年生後期・2年生前期は、２グループに分かれて建築設計総合演習＋建築設計技術演習と建築設計実務に取り組み、
高度知的職能人としての実践力を養います。

夢野台高校出身（兵庫県）

光環境実験室においてスペースフレームによる原寸大
の空間構築体験

膜構造を用いて、海辺にレストラン、マリンス
ポーツクラブハウス、親水公園を計画します。各
自の設計に先立ち、1/3 スケールのモックアップ
の共同制作を行い、膜構造の力学的な性質や施
工方法などを学びます。3 次元モデリングソフト
を駆使して、シャボン膜のような、物理法則に基
づき生じる効率的で美しい曲面による形態の可
能性を探求します。それを建築物として具現化
するための手法を構造、施工、環境の各観点か
ら詳細に検討します。　

加古川東高校出身 (兵庫県 )

 ‘Spaces composed of membrane, 3-dimensional space frame system and Space constitution of the light and the darkness’

Integrated Architectural Design Studio A + Engineering Design Studio  A 建築設計総合演習A + 建築設計技術演習A　修士課程 1年生前期　 
「自然と光による空間構成・スペースフレームによる空間構成・膜による空間構成」

 ‘Protective shelter for historic remains, Production of the Full-Scale Space’

Integrated Architectural Design Studio B 
+ Engineering Design Studio B

建築設計総合演習B + 建築設計技術演習B　修士課程 1年生後期・2年生前期
「歴史的遺跡の鞘堂・原寸大の建築空間構築」

幅広い知識と技術、倫理観を備えた
専門職能人を目指す。

修士 2 年生後期には、学部および修士課程の５年半で修得した「真」「善」「美」の知識やそれらの統合の集大成
として修士設計または修士論文に取り組みます。修士設計では、各自がテーマを設定し、それに基づき空間構成
として総合化し、その成果を実現性のある建築設計にまとめてプレゼンテーションする能力を身に付けます。修
士論文では、各自がテーマを設定し、それに基づき論的展開を進め、その成果を学術論文にまとめプレゼンテーショ
ンする能力を身に付けます。これらにより修士課程修了後、建築家として、あるいは専門家、研究者として、社
会で自律的に行動し、活躍する上で必要な高度知的専門職能を確立することを目標とします。

Aspiring to becoming a professional architect with
broad-based knowledge, technique and ethics.

修士設計 または  修士論文
Master’s Thesis or Diploma Studio

修士課程 2年生後期　

全員の共同作業により、より高度な原寸大の空間を
制作します。材料と向き合いながら、デザインや施
工方法などについて各自が積極的に提案を行うと
ともに、全員で協力して案をまとめ上げ一つの作品
を制作します。また作業に必要な材料などを積算
するとともに、施工図や工程表などを作成し、建築
空間を構築するために必要な一連の工程を体験し
ます。

課題 2

パレスチナにある初期イスラム建築 ヒシャ
ム宮殿 <Hisham's Palace> の遺構を風雨など
の自然環境から保護し、その保存・展示・見
学に寄与するための覆屋を企画・設計します。
ヒシャム宮殿の浴室の床には中東最大といわ
れる色鮮やかなモザイク装飾が残されてお
り、その保護と同時に見学施設の整備も緊急
の課題となっています。本課題を通し、世界
に目を向け「文化的景観」について深く理解
することを目指します。

歴
史
的
遺
跡
の
鞘
堂

課題 1

スタディモデルの組立の様子

・

長田高校出身（兵庫県）

向陽台高校出身（大阪府）

泉陽高校出身 (大阪府 ) 加古川東高校出身 (兵庫県 )

神戸旧居留地海岸通の町並みをつくる 歴史的構成手法の変遷からみる
相貌の継承と発展自然景観とめぐりあう‐空間軸による風景の創出‐

修士設計・修士論文発表会　修士論文の発表

修士設計・修士論文発表会　修士設計の発表CADによる膜形状の検討

膜構造のモックアップの共同作業

原
寸
大
の

　 

建
築
空
間
構
築
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鉄道会社の方との打合せに参加

原寸模型によるプラットホームの椅子の検討 外構延べ段の施工見学

屋根材の表面温度測定

段ボールのモックアップによるサインの検討

縮尺1/10模型を用いた施工方法の説明

While studying in many programs such as “Practice in Architectural Design” and various “Short-term Internship”, students undergo practical 
training in designing, administration, execution management, or recovery protection of historical architecture, at the architectural studio on 
campus (Architecture and Urban Design Studio, Mukogawa Women’s University) or at other domestic and overseas studios or construction 
sites. Student gets on the way toward becoming a professional with broad-based knowledge, techniques and ethics through these programs.

夏季または春季休暇の２週間、豊富な実務
実績を有する、国内外の建築設計事務所、
建設会社、調査研究機関、専門的な技術を
持つ工務店、実務教育プログラムを有する
国外の大学などにご協力いただき、建築設
計、構造設計、設備設計、施工管理、保存
修復などの実務訓練を行います。

2010年2月に、学内に一級建築士事務所「武庫川女子大学 

建築・都市デザインスタジオ」が開設され、実務訓練の環

境が一層充実しました。建築設計実務では、ここを拠点と

して学内外の実際のプロジェクトに参画し、新築・改築・

保存・修復などの実務訓練を行っています。

 Practical training in “Architecture and Urban Design Studio, Mukogawa Women’s University”, a first class authorized architect office

Practice in Architectural Design

Short-term Internship Spring/ summer vacation, the 1st/2nd year, Master’ s course 

建築設計実務 　修士課程 1年生後期・2年生前期　  

短期インターンシップ　修士 1・2年生　夏季・春季 休暇　  

一級建築士事務所「武庫川女子大学 建築・都市デザインスタジオ」における実務演習

武庫川女子大学 建築・都市デザインスタジオ
一級建築士事務所

Internship program to provide an equivalent of required “two years’ practical experience”

大学院修士課程

「建築設計実務」、各種「短期インターンシップ」により、
学内の一級建築士事務所「武庫川女子大学 建築・都市デザインスタジオ」をはじめ、
国内外の設計事務所や建設現場での設計・工事監理・施工管理・歴史的建造物の保存修復などの実務に参加します。
これらを通じて、実務に必要な知識・技術・態度などを学び、実践力を養います。

「実務経験2年」に対応するインターンシップ科目

実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画

建築設計実務では、武庫川女子大学 建築・都市デザインスタジオ (一級建築士事務所 )を拠点として学内外の実際のプロジェクトに参画し、
新築・改築・保存・修復などの実務訓練を行っています。2012~2017 年度には、阪神電気鉄道株式会社の方のご協力の下、武庫川女子大
学の最寄り駅である「阪神電車 鳴尾・武庫川女子大前駅」の駅舎のデザインを提案。鉄道会社や専門業者など学外の多くの専門家との打
ち合わせにも積極的に参加し、作成した図面や模型を用いて学生自らがプレゼンテーションを行いました。2018~2020 年度には、建築学
部の新校舎・設計プロジェクトにおいて、個性ある 2つの建物の基本設計、実施設計に取り組みました。教員の指導の下、計画案や透視図、
模型などを作成するだけでなく、建設現場での施工方法についても検討を行い、設計図を作成しました。その他、大学対抗戦建築コンペ「エ
ネマネハウス2017」に参加し、伝統的な住環境技術の建具替えを現代的にアレンジした「キセカエハウス」を提案。大阪・うめきたサザンパー
クにゼロ・エネルギーを実現したモデル住宅を建築し、一般公開しました。下記は授業の様子の一例です。

内覧会でのプレゼンテーショントップライトから日射エネルギーを取り込む「エン（縁）」 ZEH「キセカエハウス」を一般公開（2017年 12月2～ 17日・大阪市うめきたサザンパーク）

透明感のある全面ガラスの待合室屋根に合わせて曲面の手すりをデザイン 鉄道会社や施工会社の方との打合せ

自由通路の柱のモザイクタイル画「鳴尾の一本松」のモザイクタイル画制作 北西側より見る

詳細図やCGパース、模型の作成、ディテールの検討などを行って、外観やホーム、コンコー
スなどのデザインを提案しました。鉄道会社や施工会社の方との打ち合わせでは、作成し
た図面や模型を用いて学生自らがプレゼンテーションしました。

キセカエハウス /エネマネハウス 2017

阪神電車  鳴尾・武庫川女子大前駅

景観建築学科・新校舎

意匠図や施工図を確認し、1/１0 模型を制作しながら設計・検討を行う

大学と民間企業等の連携により、先進的な技術や新たな住まい方を提案するモデル住宅
を実際に建築し、住宅の環境・エネルギー性能の測定・実証や、展示を通じた普及啓発
を行うプロジェクトです。本専攻の提案は、優秀賞・ライフデザイン賞を受賞しました。

景観建築学科の２つの新校舎では、建築学科の校舎である甲子園会館と建築スタジ
オとの調和を図りながら、実施設計に取り組みました。模型や透視図を使って、建物
のデザインだけでなく、構造や外構計画の検討も行いました。

景観建築スタジオ東館 国登録有形文化財「甲子園会館」のデザインを継承

景観建築スタジオ西館 プレキャストコンクリートの新たな可能性を追求
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■ 第１回 iaSU 国際会議「シルクロードを通して見た建築と文化」がトルコ
のバフチェシヒル大学で、2011年3月16日～18日に開催されました。
■第２回（2012 年 7 月 14 日～ 16 日）は武庫川女子大学の上甲子園キャン
パスで開催されました。
■第３回（2015 年 3 月 25 日～ 27 日）はバフチェシヒル大学で開催され、
本学もテレビ会議システムを使って、基調講演や研究発表に参加しました。
■ 第４回（2016年7月16日～18日）は再び武庫川女子大学の上甲子園キャ
ンパスで開催されました。日本文化を紹介する奈良ツアーも実施しました。
■ 第５回（2019 年 6 月 24 日～ 26 日）はモンゴル科学技術大学（モンゴル・ウ
ランバートル）で開催されました。今回は初めて日本とトルコ以外の国での開
催となり、「シルクロード」地域諸国（日本含む）において建築、都市、ランドスケー
プ、環境芸術などの分野の研究に取り組む研究者、設計者、デザイナー、技術
者など多様な参加者による発表や講演が行われました。本学学生も 5 名、研究
発表を英語で行いました。

日本側の様子

 iaSU とは、シルクロード沿いの諸地域にある大学の交流 を活発にすることを目的としてシルクロードの
両端に位置するバフチェシヒル大学と本学が中心になって組織した大学連合のことです。

iaSU〈 International Association of SILKROAD UNIVERSITIES 〉

▲

基調講演 研究発表 奈良ツアー

トルコでの基調講演を中継 研究発表（日本側）

本学学生の研究発表 モンゴル科学技術大学の学生と交流

Archi-Cultural Translations through the Silk Road
iaSU 国際会議

閉会式

第3回iaSU国際会議

第4回iaSU国際会議

第5回iaSU国際会議

At our architectural department, we educate future architects who can be active on the world stage with great insight of various life and 
cultures of the world.  In line with this, students in our master’s course visit Bahçesehir University in Turkey based on the general 
exchange agreement. The students engage in practical training of recovery protection in the university’s program. We also hold the 
international conference, and accept students and researchers from the foreign countries. 

世界の多様な生活や文化などに深い洞察のある人格を養い、グローバルで国際的な活躍ができる建築家を育成します。2008年12月に締結した
トルコ・バフチェシヒル大学との間の一般交流協定に基づき、大学院修士課程の学生がトルコでの保存修復関連の実務実習を行います。また、
本専攻では、国際会議を開催するなど、海外からの留学生や研究者を受け入れています。

海外実習 / 国際会議
International Exchange / International conference

大学院修士課程 

Inter Cultural Studies of Architecture in Istanbul
ICSA in Istanbul

ブルサ・ジュマールクズクを見学

ドルマバフチェ宮殿の修復現場を見学

アヤ・ソフィアを見学

イズニックタイルの制作工房で絵付けを体験

エディルネのセリミエ・ジャーミィをスケッチ スルタンアフメットジャーミィを見学

バフチェシヒル大学でスケッチ展を開催KUDEB の工房を見学

2019年10月27日～11月9日の14日間、大学院建築学専攻修士課程2年生
24名がトルコ・バフチェシヒル大学を訪れ、保存修復関連の実務実習〈 ICSA 
in Istanbul 〉を行いました。オスマン帝国時代の宮殿の保存修復という国家
プロジェクトを手掛ける宮殿の工房群、モスクなどを鮮やかに彩るイズニッ
クタイルの制作工房、イスタンブール市の保存修復組織 KUDEB の工房等を
訪問し、保存修復関連の実習を行いました。またイスタンブール歴史地区、
古都エディルネやブルサなども訪れ、最終日にはバフチェシヒル大学にて、
学生が現地で描いたスケッチを展示しました。

トルコにおける保存修復関連の実務実習

兵庫・ピッコロシアター
【関連授業】建築設計演習Ⅳ

学部１年生から大学院修士課程２年生まで、土曜日はフィールドワークに出かけます。歴史的建造物や最新技術を
駆使した現代建築の見学など、現地での調査を通じて講義や演習で得た知識と技術を具体的に理解します。

五感を研ぎ澄まし、建築の実際に学ぶ。 
 

フィールド　　　
－学部・大学院－ 

ワーク

奈良・東大寺 
【関連授業】日本建築史

京都・慈照寺 東求堂
【関連授業】日本建築史

兵庫・甲山  
【関連授業】空間表現演習Ⅱ

大阪・観心寺
【関連授業】日本建築史

兵庫・TOTOシーウィンド淡路
【関連授業】建築設計演習Ⅲ

兵庫・西宮市立中央病院
【関連授業】建築設計演習Ⅴ

オフィスビルの設備システム
【関連授業】建築設備Ⅱ

滋賀・近江八幡
【関連授業】建築設計演習Ⅴ

奈良・平城宮跡資料館 遺構展示館
【関連授業】建築設計総合演習B

兵庫・加古川ウェルネスパーク
【関連授業】建築設計総合演習B

兵庫・震災復興まちづくり 
【関連授業】建築設計計画Ⅳ

京都・南禅寺
【関連授業】建築設計総合演習A

スペースフレーム組立体験
【関連授業】建築設計総合演習A

大阪信愛女学院 聖堂
【関連授業】建築設計総合演習A

阪神電車 鳴尾・武庫川女子大前駅 新築工事現場
【関連授業】建築設計実務

加古川ウェルネスパークは屋内プールや
音楽ホール、図書館の他に広大な公園を
備えた複合施設です。園内には140種約16
万本の植物が植えられており、四季折々の
自然が楽しめる美しいランドスケープを体
感します。

■ 学部1年生　建築フィールドワークⅠ

■ 学部3年生　建築フィールドワークⅢ

■ 修士課程1年生　建築フィールドワークⅤ

■ 学部2年生　建築フィールドワークⅡ

■ 学部4年生　建築フィールドワークⅣ

■ 修士課程2年生　建築フィールドワークⅥ

Sharpen the five senses to learn from the real architectural situation. 

大阪・大阪木材仲買会館
【関連授業】建築設計演習Ⅰ

照明ショールーム
【関連授業】建築環境工学Ⅰ

「レストハウス」の参考として、竹中大工道
具館を見学。和風屋根が敷地の緑の中に
点在する風景と、地下でも緑や自然光が
感じられる豊かな空間を体験します。

兵庫・竹中大工道具館
【関連授業】建築設計演習Ⅱ

「劇場」の参考として、尼崎のピ
ッコロシアターを訪問、舞台技
術専門員の方に解説していた
だき館内を見学します。プロセ
ニアム形式の劇場のステージ
や舞台裏、楽屋や搬入口など、
劇場の機能構成と空間構成
について学びます。

グランフロント大阪・JR大阪駅 大スパン架構
【関連授業】建築設計技術演習B

Saturdays are fieldwork days for students from undergraduates to the second year in master’ s 
course. The objects of fieldwork include field trips to historical architectures, or visit to 
buildings with leading-edge techniques as well as the research in those sites. It helps students 
concretely understand the knowledge they have obtained in the lectures and Design Studio. 

「水辺の楽園」の参考として、国
土交通省が認定する「水の郷
百選」のひとつである滋賀の
近江八幡を見学。伝統的なま
ちなみを保存した賑わいの様
子を感じ取り、実測やスケッチ
を通して水辺の空間計画を実
感します。
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講義や演習、自らの研究活動により、意欲を引き出し、能力を開花させる。

Top-rated teaching staff with good actual achievement, knowledge and enthusiasm.
Well-developed research programs for students to take part in.　

実績、知識、情熱、ともに一流の指導陣。
学生が参加できる研究活動も充実。

専任教員

学外のスペシャリストが、高度な専門技術を惜しみなく伝える。

池澤 廣和 講師 元（株）日建設計 総合研究所 フェロー。
設備設計分野における最先端の技術者。

麻生 秀穂 講師 芸術家。東京芸術大学 名誉教授、 沼津市「庄
司美術館」館長。

2022 年度　客員教授･非常勤講師 ※五十音順に掲載

黒岩 絵里子 講師

植田 和樹 講師

組ム木工房・代表。組子細工の技法を取り
入れ、幅広く木の製作活動を行う。

宮大工靖武堂（有）・代表取締役。
伝統建築等の大工工事に長年従事。

M.P.スイートマン 講師 城星学園中学校・高等学校 非常勤講師。

 J .E.バロウ 講師 前･大阪国際大学国際コミュニケーション学
科 教授。

浅田 晶久 講師 浅田製瓦工場 代表。京都で２軒のみ残る伝
統的手法を継承する瓦窯元の三代目。

清澤 悟 講師 浄土真宗大谷派願得寺 住職。（株）文化財
サービス取締役社長などを歴任。

上田 信也 講師 建築家。Soriano、SOM、（株）日建設計にて、
建築・都市デザインに携わる。

（株）竹中工務店 大阪本店 設計部 
設備グループ長。上田 真也 講師

藤原 民夫 講師

神家 昭雄 講師 神家昭雄建築研究室 主宰。多数の優れた木造
住宅の設計経験があり、受賞、雑誌掲載歴多数。

苅谷 勇雅 講師 文化庁文化財監査官等を歴任し、文化財保護
行政に従事。前・小山工業高等専門学校 校長。

（株）構造地盤研究所 代表取締役。
元（株）日建設計大阪本社 理事 構造統括部長。鵜飼 邦夫 講師

河又 洋介 講師 国立研究開発法人 防災科学技術研究所 研
究員。

川島 克也 客員教授 (株)日建設計 取締役副会長。日建設計の様々
な設計プロジェクトをリード。

今松 泰 講師 トルコ語を担当。京都大学大学院 アジア・
アフリカ地域研究研究科 特任准教授。

D. J.レナー 講師 元･神戸山手短期大学 教授。前･本学文学部
英語文化学科 非常勤講師。

古川 博司 講師 元（株）竹中工務店 大阪本店 プリンシパル
アーキテクト。

吉田 博宣 講師 京都大学 名誉教授。元 ・日本大学 生物資源
科学部 教授。造園学の第一人者。

渡辺 眞次 講師 (株 )竹中工務店大阪本店 工事監理部 建築監理グループ。
多くの建設現場の作業所長を務めた最先端の実務者。

渡邉 豪秀 講師 東西建築サービス(株)常務取締役。多くの設計監
理業務の実績を持つ。受賞多数。

山田 雅明 講師

松本 浩作 講師 照明デザイナー。（有）スタイルマテック 代表取締役。
公共建築などの照明計画を手がける。

本城 邦彦 客員教授 元（株）竹中工務店 顧問。甲子園会館の復元、
本学の数多くの学舎を手がける。

立命館大学、龍谷大学、京都女子大学などで地理学
や地誌学の講義のほか、ＧＩＳや地図学の実習も担当。

室﨑 益輝 講師 神戸大学 名誉教授、前･兵庫県立大学 減災復興
政策研究科長。建築・都市防災研究の第一人者。

森 和正 講師 画家。名古屋造形芸術大学、岐阜大学、愛
知県立芸術大学 非常勤講師を歴任。

( 株 ) 日建設計設計部門イラストレーションスタジオ
前室長、現シニアエキスパート、アートディレクター。

芳村 惠司 講師 元(株 )竹中工務店 蓄熱本部 副部長。
(一社 )関西ESCO協会副会長等を歴任。

松岡 恵悟 講師

酒井 利行 講師 元(株)竹中工務店 設計部 プリンシパルアー
キテクト。

中嶋 節子 講師 京都大学大学院 人間・環境学研究科 教授。都市史、
建築史、および歴史的環境保全の研究に従事。

K. A.ジャクソン 講師 関西医科大学 非常勤講師。

寺本 健三 講師 元（財）京都市景観・まちづくりセンター次長、
前・京都市 都市計画局 都市景観課  課長。

藤原設計室代表。旭建築事務所、ＫＵＳ建築設計事務所に
て、多数のプロジェクトにおける設計、監理経験をもつ。

髙橋 大弐 講師 京都大学 名誉教授。
建築音響研究の第一人者。

京都大学 名誉教授、京都美術工芸大学 教授。
集合住宅研究の第一人者。髙田 光雄 講師

千葉 和成 講師 千葉建築事務所 所長。大林組にて京都駅ビルプロ
ジェクトなどに従事、木造設計の実務経験も豊富。

福島 貞道 講師 景観・都市政策研究所、福島建築法令事務所 代表。
元（財）京都市景観・まちづくりセンター 専務理事。

小宮山 研二 講師 （株）竹中工務店　スマートコミュニティ本部本
部長付、大阪本店設計部設備部門部長付。

鈴木 悦甫 講師 華道「未生流笹岡」総目代。初心者に対す
るいけばなの体験指導の経験が豊富。

笹岡 隆甫 講師 華道「未生流笹岡」家元。舞台芸術としての
いけばなの可能性を追求している。 宗田 好史 講師 京都府立大学 名誉教授、関西国際大学教授。欧米

の歴史都市の保存・再生、京都の再生手法を研究。

南野 馨 講師 陶芸家。大阪芸術大学 非常勤講師。
2002年 秀明文化基金賞受賞。

三宗 司郎 講師 建築家。アトリエベー 社長。元（株）昭和設計 
社長。名建築の設計を手がける。

宮下 真尚 講師 (株)遠藤照明 照明計画研究所 担当課長。

設計活動でも豊富な実績をもつ専任教員、各分野の第一線で活躍する非常勤講師が、高度で実践的な教育を行います。
専任教員が従事するさまざまな研究には、学生も参加することができます。

専任教員による研究活動
■ ビザンティン聖堂におけるキリスト教絵画による空間構成の研究
■ 日本、キリスト教、イスラム教における自然観と景観の研究
■ シカゴ派建築における装飾の変遷とその意義に関する研究
■ 建築空間における群集の避難行動と心理に関する研究
■ 使われ方実態調査に基づく建築プログラミングに関する研究
■ 医療施設の計画と空間構成についての研究
■ 詩歌によむ近世期日本建築の構成についての研究
■ 奈良盆地における式内社の立地に関する研究
■ 柱立てと空間に関する研究
■ 欧米型ＲＣ厚肉床構造の地震時応答シミュレーション
■ 地震応答解析における時間・空間の離散化による問題点
■ 住宅の省エネルギーにかかわる研究
■ 高温多湿気候下における住宅の温熱環境に関する研究
■ 高齢者の共同居住に適合した住宅の運営手法に関する研究

■ 歴史都市における伝統的住環境技術と景観および文化の研究
■ 京町家や都市景観の再生に関する実践的研究
■ ファサードの立体的な構成に着目した伝統的な町並み景観の研究
■ 世界遺産バーミヤーンの遺跡の保存と再生
■ 世界遺産ペトラの古代遺跡の保存と展示計画
■ ヒシャムパレス遺跡保存と展示計画
■ シルクロードにおける自然、建築、文化に関する研究
■ 中央アジアにおける仏教遺跡の空間構成に関する研究
■ 近代建築の保存と再生に関する研究
■ 居住空間構成法と風景構成法にもとづく内的世界の研究
■ 美しいとされる曲線の定式化と建築設計への応用
■ 傾斜地における地形と建築群の視覚的共生に関する研究
■ ３次元ＧＩＳを用いた終末期古墳の景観の可視化と類型化による立地原則の解明
■ 風水思想における囲繞空間と都市景観に関する研究

建築設計計画、建築設計実務、建築設計総合演習ほか
博士（工学）。広島大学附属福山高校、京都大学工学部建築学科卒業。
ワシントン大学建築学部大学院建築都市デザインコース修了。福井大
学教授、京都大学教授を経て、京都大学名誉教授。専門は建築設計、
建築計画学。「サンドーム福井」（日本建築学会賞受賞）をはじめ作品
多数。「群集歩行のシミュレーションモデル」「居住空間構成法」など
研究論文多数。京都の都市景観の再生特別調査委員会委員長ほか。

岡﨑 甚幸  教授

建築設計演習、建築計画マネジメント論ほか
山本 親  教授

京都府立朱雀高校、京都大学工学部建築学科卒業、同大学院修士
課程修了、イリノイ工科大学建築学部大学院修了。佐藤工業株式会
社に勤務し、建築事業本部設計部長、執行役員建築事業本部副本部
長、シンガポール支店長を経て現職。専門は建築設計。作品に｢天
王洲地区開発計画｣「東京MIビル｣「ホテル日航アリビラ｣など多数。

博士（工学）。大阪府立茨木高校、京都工芸繊維大学工芸学部卒業、
京都大学大学院工学研究科修士課程、同博士後期課程修了。東京
文化財研究所、電力中央研究所を経て、現職。専門は建築環境工学。
おもな研究は、東南アジアの住宅の温熱環境と環境共生技術に関
する研究、文化遺産の保存に関する研究など。

建築環境工学、建築設計演習、建築環境設備設計論ほか
宇野 朋子   准教授

広島県立海田高等学校卒業、京都大学工学部建築学科卒業、同大学
院工学研究科修士課程修了。専門は建築計画学、建築設計。本学科・
専攻の学舎である「武庫川女子大学 甲子園会館」の改修設計を担当。
「風水思想における囲繞の空間構造」「３次元ＧＩＳを用いた終末期古
墳の立地原則の解明」など、人間と風景の理想像に関する研究に従事。

現代建築論、建築設計演習、建築設計総合演習ほか
天畠 秀秋  准教授

博士（Ph.D.）。灘高校卒業、京都大学工学部建築学科卒業、ワシン
トン大学工学部土木環境学科修士課程、同博士課程修了。専門は建
築構造工学。東京工業大学、( 一財 ) 日本建築総合試験所、( 独 ) 防
災科学技術研究所に勤務。「動的安定性の観点からみた心棒効果」、「日
本式、欧米式ラーメン構造の耐震信頼性評価」などを研究。

建築構造力学、建築材料実験、建築設計総合演習ほか
田川 浩之  教授

建築設計技術演習、建築一般構造Ⅱ、建築構造設計論ほか
構造設計一級建築士。灘高校、京都大学工学部建築学科卒業、同大
学院工学研究科修士課程修了。専門は建築構造設計学。日建設計、
日建設計シビルにて重工業や先端技術の施設、特殊構造物などの設
計および構造設計あるいは耐震診断業務に一貫して従事。近年は地
震応答解析における離散化 (デジタル解析 )の問題についても研究。

鳥巣 茂樹  教授

建築設計演習、建築設計計画、建築計画論ほか
長野県野沢北高校、福井大学工学部建築学科卒業、同大学院工
学研究科修士課程修了。黒川紀章建築都市設計事務所で多様な
建物の企画から基本設計・実施設計・現場監理に従事。「外務省 
在ギリシャ日本国大使館」「福井県立恐竜博物館」など作品多数。

大井 史江  准教授

博士（工学）。石川県立金沢泉丘高校卒業、芝浦工業大学工学部
建築工学科卒業、同大学院工学研究科修士課程、京都大学大学院
工学研究科博士後期課程修了。専門は建築設計、建築論。「霊元
院の修学院御幸と後水尾院追想の場所」「離宮において景を「見る」
ことの諸相について」などを研究。

日本建築史、建築設計演習、図学・情報基礎演習ほか
田中 明  准教授

博士(工学)。大阪府立三国丘高校卒業、神戸大学工学部建設学科卒業、
同大学院自然科学研究科建築学専攻博士課程 (前期 )修了、京都大学
大学院都市環境工学専攻博士課程 (後期 )修了。専門は建築設計、建
築設計学。遠藤剛生建築設計事務所にて、主に集合住宅を中心とし
た建物の企画、基本設計・実施設計、現場監理の経験を持つ。

建築設計演習、建築一般構造Ⅰほか
宮野 順子  准教授

建築設計実務、世界建築史ほか
博士 (工学 )。宮城県仙台第二高校、京都大学工学部建築学科卒業、同大学
院工学研究科修士課程修了。専門は建築設計、建築計画学。株式会社東
畑建築事務所にて「東京湾岸警察署」「横浜市庁舎耐震補強」「東京建物
仙台ビル」「税務大学校大阪研修所」などの設計を担当。「ビザンティン
聖堂におけるキリスト教絵画によって構成された建築空間」などを研究。

猪股 圭佑  准教授

博士（建築学）。京都文教高校、武庫川女子大学建築学科（1 期生）卒業、
同大学院建築学専攻修士課程、同博士後期課程修了。専門は建築設計、建築
計画学。「阪神電車 鳴尾･武庫川女子大前駅」や「朝日エティック株式会社 
大阪工場 庭園」、「バーミヤーン東大仏再建案」などの設計プロジェクトに
従事。 イスラームの聖典であるクルアーンに記される自然観について研究。

建築設計実務、建築設計演習、建築設計論ほか
山口 彩  講師

博士（建築学）。神戸龍谷高等学校卒業、武庫川女子大学建築学科 (3期生 ) 
卒業、同大学院建築学専攻修士課程、同博士後期課程修了。専門は建築
計画学、建築意匠・歴史。博士学位論文は「中央アジアにおける仏教寺
院建築の空間構成の類型とその変容」の研究。武庫川女子大学 建築・都
市デザインスタジオで「阪神電車 鳴尾･武庫川女子大前駅」の設計に従事。

空間表現演習、建築設計演習、建築設計総合演習ほか
中村 優花  助教

建築設計演習、建築設計計画、空間表現演習ほか
柳沢 和彦  教授

博士（工学）。福井県立武生高校、京都大学理学部卒業、同大学
工学部建築学第二学科卒業、同大学院工学研究科修士課程修了。
専門は建築計画学、建築設計等。空間図式の発達的、病理的、比
較文化的研究、建築プログラミングに関する計画学的研究、それ
らの成果を適用した設計実務等に従事。 

空間表現演習、図学・情報基礎演習、建築設計計画ほか
博士（工学）。愛知県立岡崎高校、京都大学工学部建築学第二学科卒業、
同大学院工学研究科修士課程、同博士後期課程修了。アイカメラや
仮想空間を用いて、空間と人間行動との関係を解明する実験的研究、
傾斜地集落や町家などの調査・研究に従事。最近では、美しいとさ
れる曲線の定式化とその建築設計への応用の研究も行っている。

鈴木 利友  教授

建築設計演習、建築設計計画、建築設計計画論ほか
甲陽学院高校、京都大学工学部建築学科卒業。鹿島建設、Michael Hopkins 
and Partners でオフィスビル・学校建築の設計に従事。主な作品に「デサ
ント大阪ビル」「サンスターコミュニケーションパーク」「東京大学ベン
チャープラザ」「立命館中学校高等学校」など。「日経ニューオフィス賞」「日
本建築学会作品選集」「グッドデザイン賞」など受賞多数。

中江 哲  教授

武庫川女子大学シルクロード建築文化展示室  セラミック室

武庫川女子大学シルクロード建築文化展示室  大工道具室

武庫川女子大学シルクロード建築文化展示室  生活道具室

2009年7月に武庫川女子大学トルコ文化研究センターが甲子園会館に開設されたのに
続き、2010年6月にはバフチェシヒル大学に日本文化研究センターが開設されました。
両センターは連携し、日本とトルコの建築を中心とする生活、技術、文化等に関する
研究を行い、シルクロード一帯の国々に共通な文化的基盤を解明していきます。2011
年10月には本学 トルコ文化研究センター内にシルクロード建築文化展示室･セラミッ
ク室が開設され、多くの来賓を招いて開所式を行いました。さらに、建築学部長でも
ある岡﨑トルコ文化研究センター長が、トルコのアンタリヤやカイセリで招待講演を
行うなど国際交流を活発に行っています。研究成果および活動報告は英文の紀要
「Intercultural Understanding」として出版し、世界に発信しています。

Institute of Turkish Culture Studies
武庫川女子大学 トルコ文化研究センター　  

武庫川女子大学シルクロード建築文化展示室・セラミック室開所式

バフチェシヒル大学 日本文化研究センター開所式 カイセリの国際シンポジウム岡﨑センター長招待講演

33 34

学
習
環
境

学
生
生
活

学
部
１
年

学
部
2
年

学
部
３
年

学
部
４
年

大
学
院

修
士

年
1・2

建
築
学
部

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

学
習
・
教
育

到
達
目
標

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

海
外
実
習

教
員
紹
介

ト
ル
コ
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

教
員
紹
介
・

     

ト
ル
コ
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー



https://arch.mukogawa-u.ac.jp/

学部

景観建築学科建築学科/

/ 景観建築学専攻建築学専攻

建築学部

建築学研究科

入試センター直通ＴＥＬ

テレホンサービス （入試情報）

アクセス

武庫川　建築学部

最新の授業風景やイベントなど
を紹介しています。

国際社会で活躍できる人材を目指して。

アートとしての建築を、自分自身で体感する。
■海外研修 

■外国語教育

世界へ、社会へ。広がる“学びの場”

■国際建築ワークショップ ICSA in Japan

毎年6月下旬から約40日間、トルコのバフチェシヒル大学の学部生10名を
受け入れ、学部２～４年生と同じ課題に取り組む国際建築ワークショップ
〈 Inter Cultural Studies of Architecture (ICSA) in Japan 〉を開催していま
す。学部２年生の課題では「学生会館」を設計(P19)。学部3年生の課題
では「膜屋根を架けた駅舎」を設計(P21)。学部4年生の課題では西宮浜
を敷地として「水辺の楽園」をテーマに都市空間をデザイン(P23)。そ
の他、未生流笹岡家元 笹岡隆甫先生による「いけばな」など、学部1年
生の演習にも参加。フィールドワークでは近江八幡などを見学し、日本の
都市や建築に対する理解を深めます。

To the world and into the society.      Extending ‘learning opportunity’.

Overseas study tour  

Foreign language education

Inter Cultural Studies of Architecture in Japan

国際的に活躍できる建築家となるため、外国語教育にも力を入れていま
す。学部１・２年「建築英語Ⅰ～Ⅳ」（全８単位）は必修科目です。１学年を
２クラスに分け、22人規模の少人数クラスで授業を行います。建築の専門
用語も交えて英語を学び、海外研修に備えるとともに、語学力の向上を目
指します。さらに英語学習への意欲や語学力の高い学生は、全学共通の特
別コース（英語チャレンジコース）に参加可能。学部２～４年生の３年間
でTOEIC800点以上を目指します。また、大学院修士課程１年では「トルコ
語」も開講します。トルコでの海外実習に備えて、会話表現などの基礎を
学びます。左下の写真はアメリカ人教員による建築英語、右下の写真はト
ルコ人留学生も参加するトルコ語の授業風景です。

夏休みの2週間を利用して、海外研修を行います。2019年度はイタリアの
ヴェネツィア、ラヴェンナ、アッシジ、フィレンツェ、ローマ、ヴァチカン
などの歴史都市を巡りました。素晴らしい意匠や多彩な様式の建築をはじ
めとする芸術と向き合うことができます。世界建築史で学んだことについ
て理解を深めると同時に、自分の目で見て、風景や都市景観と一体になっ
た建築をその場の空気とともに体感します。芸術の真髄に触れ、それぞれ
の作品が放つ美しさと存在感から受けた刺激は、その後の建築設計演習に
生かされます。翻って、日本建築史やフィールドワークで学んだ日本の伝
統的な建築の特徴への理解も深まります。

■講演会 

建築家、研究者といった各分野の第一人者を招き、建築と文化について
講演会を行います。さまざまな専門家から直接話を聞くことで、建築を幅
広い視点から理解します。講演会は一般公開し、多くの方に来場いただい
ています（写真右上）。東京では、日本工業倶楽部会館を会場とし（写真下）

「わが国の近代建築の保存と再生」
と「シルクロードの文化と建築」
の講演会をシリーズで開催してい
ます。また、大学受験予備校にお
いて岡﨑学部長が建築家について
講演会を行っています。

Lecture  

第一人者の話を聞き、新しい世界をのぞく。
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